
「
秋
の
遠
足
」

おお、しゃれ 阿
あ
刀
とう
田
だ
高
たかし

「教
きょう
養
よう
あるね。いつから？」「今日

きょう
よ」

あるいは、また、

「奥
おく
さん、どこの生

う
まれ？」「名

な
古
ご
屋
や
よ」「道

どう
理
り
で、

なごやか、だ」

などなどと、笑
わら
いが生

しょう
ずる。おわかりだろうか。

前
ぜん
者
しゃ
では、教

きょう
養
よう
と今日

きょう
よ、が呼

こ
応
おう
している。後

こう
者
しゃ
で

は、名
な
古
ご
屋
や
となごやか、が呼

こ
応
おう
している。意

い
味
み
のう

えではまったくつながりのないことを、発
はつ
音
おん
が似

に
て

いるということで関
かん
連
れん
させ、それを楽

たの
しむわけであ

る。こうした言
こと
葉
ば
の遊

あそ
びを“しゃれ”と呼

よ
び、日

に
本
ほん

人
じん
の生

せい
活
かつ
の中

なか
では、すこぶる日

にち
常
じょう
的
てき
なものである。

あまり上
じょう
等
とう
なユーモアではない、という自

じ
覚
かく
もあっ

て“駄
だ
じゃれ”とも言

い
う。“駄

だ
”は、つまらないも

の、駄
だ
目
め
なもの、の意

い
味
み
である。

ほかの言
げん
語
ご
にも、たとえば英

えい
語
ご
にも、似

に
たような

言
こと
葉
ば
遊
あそ
びがあるようだが、日

に
本
ほん
語
ご
ほど多

おお
くはあるま

い。

日
に
本
ほん
語
ご
は、音

おん
の数

かず
が少

すく
ない。アイウエオ表

ひょう
の 51

文
も
字
じ
、それに濁

だく
点
てん
と半

はん
濁
だく
点
てん
の25文

も
字
じ
を加

くわ
えて合

ごう
計
けい

76文
も
字
じ
で、一

いち
応
おう
、日

に
本
ほん
語
ご
は表

ひょう
記
き
できることになって

いる。実
じっ
際
さい
に用

もち
いる音

おん
は、もっと多

おお
いけれど、英

えい
語
ご

や中
ちゅう
国
ごく
語
ご
などと比

くら
べて、ずっと少

すく
ない。少

すく
ないから

同
どう
音
おん
異
い
義
ぎ
語
ご
が生

う
まれやすい。「貴

き
社
しゃ
の記

き
者
しゃ
、汽

き
車
しゃ
で

帰
き
社
しゃ
した」なんて、日

に
本
ほん
人
じん
は耳

みみ
で聞

き
いて、ちゃんと

わかるのである。同
どう
音
おん
異
い
義
ぎ
語
ご
が多

おお
いので、すっかり

慣
な
れているのだ。

いま述
の
べた“しゃれ”も、これと深

ふか
く関

かん
係
けい
してい

る。似
に
た音

おん
が生

う
まれやすく、それに慣

な
れているから

こそ“しゃれ”が楽
たの
しめるのだ。

職
しょく
場
ば
を見

み
わたせば、この“しゃれ”をよく言

い
う人

ひと

が、ひとりやふたり、きっといるだろうし、日
に
本
ほん
の

文
ぶん
芸
げい
には、落

らく
語
ご
は言

い
うに及

およ
ばず、和

わ
歌
か
などにも、こ

の手
しゅ
法
ほう
はよく用

もち
いられている。“しゃれ”を理

り
解
かい
す

ることは、日
に
本
ほん
語
ご
の上

じょう
級
きゅう
コースとして不

ふ
可
か
欠
けつ
であろ

う。

さて、埼
さい
玉
たま
県
けん
に行

ぎょう
田
だ
という市

し
がある。昔

むかし
は忍

おし
と言

い

った。東
とう
京
きょう
を江

え
戸
ど
と言

い
ったのと同

おな
じである。そこで

「ぽつぽつ、行
ぎょう
田
だ
の米

こめ
だね」

忍
おし
で取

と
れた米

こめ
なら、忍

おし
米
まい
、つまり、おしまい、と

なる。現
げん
代
だい
では、日

に
本
ほん
人
じん
でも知

し
る人

ひと
の少

すく
ない、古

ふる
い

“しゃれ”である。

（小
しょう
説
せつ
家
か
）
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Punning, Folks!
ATOHDA Takashi(Novelist)

University of Malaysia
Special Preparatory Program to Enter Japanese Universities
KIJIMA Hiromi（Lecturer of the Japan Foundation Japanese-
Language Institute, Urawa）

Japanese Language Teaching Materials Published in Various
Countries of the World
Part I: Japanese Language Teaching Materials Published in Korea,
Australia, Malaysia, Canada and U.S.A.

Let’s Learn Idioms II

Discourse Analysis
---Unlocking Mechanism of Language Use---
NISHIHARA Suzuko（Director, Department of External Services,
Center for Teaching Japanese as a Second Language, The National
Language Research Institute）

Senior High-School Students' After School Life
---Following the End of the Day at School---

勉強にも、学生たちの勉強にもすごくいい教材になります。

（青海民族師範高等専科学校 扎布）

私はロシア連邦ヤクート国立大学外国語学部で日本語講

師をしています。私の住むヤクーツク市には、大学で日本

語・日本事情を教えている3人の日本人以外に日本人は住

んでいませんので、日本に関する情報は極めて限られてい

ます。日本語教育に関する情報もそうです。ですから『日

本語教育通信』はとても重宝しています。とりわけ「授業

のヒント」「教材・図書紹介」のコーナーからは得ること

がたくさんあります。

私どもの大学では、日本語は外国語学部の第2外国語に

なっていて、現在約60名の学生が日本語を学んでいます。

また、2人の学生が昨年の10月から千葉大学文学部に留学

しています。

（ロシア連邦ヤクート国立大学外国語学部日本語講師 山

下宗久）

＊お手紙は編集部で要約・編集して掲載しました。
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私は青海民族師範高等専科学校のチベット文学史の先生

をしています。以前、研修生として日本に一年間滞在した

ことがあります。私は日本から帰って来てから、チベット

文学史を教えると同時に、チベットの方々に日本語を教え

る仕事をしています。日本語とチベット語は、発音も文法

も似たところがたくさんあるため、チベット人たちの中で

やった日本語教育にはいい結果がでています。

今、全校では日本語を勉強するチベット学生は83名い

ます。そのうち38名は簡単な会話もできるし、簡単な文章

も読めます。一番上手な二人は日本へ研修に行くこともで

きました。私はチベット人の中ではじめて日本語教育をす

る人として自慢しています。でも、今のところは、ちょっ

と困るのは先生不足と読物不足です。先週、友達から貴セ

ンターが編集した『日本語教育通信』という雑誌を読むこ

とができて、とても嬉しく思いました。私自身の日本語の

おお、しゃれ
阿刀田高（小説家）

読者から／FROM OUR READERS -----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
教育実践レポートy／JAPANESE LANGUAGE TEACHING AROUND THE WORLD---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
マラヤ大学予備教育課程

来嶋洋美（日本語国際センター専任講師）

世界の日本語教材紹介／JAPANESE LANGUAGE TEACHING MATERIALS AROUND THE WORLD -------------------------------------------------------------------------------
世界各国で制作された日本語教材
――国際交流基金助成日本語教材――
前編　韓国、オーストラリア、マレーシア、カナダ、米国の日本語教材

初 級 授業のヒント／ Beginning HINTS  FOR TEACHING THE JAPANESE LANGUAGE ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
慣用句を覚えよう（2）

日本語を研究する／RESEARCH ON THE JAPANESE LANGUAGE ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
第６回　談話分析
――ことばはどのように使われているか――
西原鈴子（国立国語研究所　日本語教育センター　
日本語教育指導普及部長）

初・中級 写真で見る日本人の生活／ Beginning and Intermediate JAPANESE LIFE AS SEEN IN PHOTOGRAPHS-------------------------------------
高校生の放課後－－学校がおわってから

本ばこ（新刊教材・図書紹介）／BOOKSHELF: INTRODUCTION OF NEW TITLES --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
海外日本語教育Q & A／ OVERSEAS JAPANESE-LANGUAGE EDUCATION Q & A-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
ニュース・編集部から／MISCELLANEOUS NEWS・FROM THE EDITORS  ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------



哲
てつ
学
がく
を学

まな
ぶために、マレーシアの学

がく
生
せい
や技

ぎ
術
じゅつ
者
しゃ
を日

に
本
ほん
に

送
おく
って勉

べん
強
きょう
させています。AAJはこの東

とう
方
ほう
政
せい
策
さく
の一

ひと
つと

して、マラヤ大
だい
学
がく
内
ない
で1982年

ねん
にスタートしました。2年

ねん

間
かん
のプログラムで、現

げん
在
ざい
1年
ねん
生
せい
と2年

ねん
生
せい
合
あ
わせて約

やく
320

人
にん
の学

がく
生
せい
がマレーシア全

ぜん
国
こく
から選

えら
ばれて学

まな
んでいます。

約
やく
80％が理

り
系
けい
、約
やく
20％が文

ぶん
系
けい
です。

このプログラムを教
おし
えている教

きょう
師
し
も様

さまざ々ま
です。まず、

日
に
本
ほん
語
ご
は国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
派
は
遣
けん
専
せん
門
もん
家
か
とマレーシ

ア人
じん
教
きょう
師
し
、そして現

げん
地
ち
雇
こ
用
よう
の非

ひ
常
じょう
勤
きん
教
きょう
師
し
（日

に
本
ほん
人
じん
）、全

ぜん

員
いん
合
あ
わせて20名

めい
が教

おし
えています。また、1年

ねん
生
せい
の教

きょう
科
か
は

マラヤ大
だい
学
がく
のスタッフ（マレーシア人

じん
）がマレーシア語

ご

で教
おし
えます。そして、2年

ねん
生
せい
の教

きょう
科
か
は、日

に
本
ほん
の文

もん
部
ぶ
省
しょう
か

ら派
は
遣
けん
されている教

きょう
師
し
（日

に
本
ほん
人
じん
）が日

に
本
ほん
語
ご
で教

おし
えます。

2年
ねん
生
せい
の教

きょう
科
か
の教

きょう
師
し
は、皆

みな
、現
げん
職
しょく
の高
こう
校
こう
教
きょう
師
し
です。

３．AAJ の日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の枠

わく
組
ぐ
み

（1）授
じゅ
業
ぎょう
時
じ
間
かん

AAJでは週
しゅう
35～39時

じ
間
かん
の授

じゅ
業
ぎょう
がありますが、そのう

ち日
に
本
ほん
語
ご
は1年

ねん
生
せい
で週

しゅう
20時

じ
間
かん
、2年

ねん
生
せい
で週

しゅう
11時

じ
間
かん
です。

実
じっ
質
しつ
年
ねん
間
かん
授
じゅ
業
ぎょう
週
しゅう
は1年

ねん
生
せい
32週

しゅう
／年
ねん
、2年

ねん
生
せい
33週

しゅう
／年
ねん
です。

日
に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
がないときは、教

きょう
科
か
の授

じゅ
業
ぎょう
が行

おこな
われていま

すから、朝
あさ
8時
じ
から、遅

おそ
いときは夕

ゆう
方
がた
5時
じ
まで授

じゅ
業
ぎょう
があ

１．はじめに

マレーシアには日
に
本
ほん
の大

だい
学
がく
に入

にゅう
学
がく
するための予

よ
備
び
教
きょう
育
いく

を行
おこな
っている機

き
関
かん
がいくつかあります。マラヤ大

だい
学
がく
予
よ
備
び

教
きょう
育
いく
課
か
程
てい
は、中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
を終

しゅう
了
りょう
したばかりの学

がく
生
せい
たちが、

日
に
本
ほん
語
ご
や主

しゅ
要
よう
基
き
礎
そ
教
きょう
科
か
（数

すう
学
がく
、物

ぶつ
理
り
、化

か
学
がく
、世

せ
界
かい
史
し
、政

せい

治
じ
経
けい
済
ざい
。以

い
下
か
、「教

きょう
科
か
」と略

りゃく
す）を勉

べん
強
きょう
して、日

に
本
ほん
に留

りゅう
学
がく

する準
じゅん
備
び
をするためのプログラムです。マレーシアの予

よ

備
び
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
のなかで最

もっと
も歴
れき
史
し
があり、今

いま
までに1,300人

にん
以
い

上
じょう
の卒

そつ
業
ぎょう
生
せい
を日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく
に送

おく
ってきました。日

に
本
ほん
留
りゅう
学
がく
を

終
お
えた多

おお
くの卒

そつ
業
ぎょう
生
せい
たちは、日

に
本
ほん
企
き
業
ぎょう
に就

しゅう
職
しょく
して活

かつ
躍
やく
し

ています。これから、AAJ（AMBANG ASUHAN JEPUN＝

GATEWAY TO JAPAN）と呼
よ
ばれているこのマラヤ大

だい
学
がく
予
よ

備
び
教
きょう
育
いく
課
か
程
てい
について、報

ほう
告
こく
しようと思

おも
います。

なお、この報
ほう
告
こく
の3・4・5は1996年

ねん
度
ど
の内
ない
容
よう
をもとに

しています。

２．AAJとは……

マレーシアは、東
とう
方
ほう
政
せい
策
さく
（LOOK EAST POLICY）とい

う政
せい
策
さく
を行

おこな
っています。これは、短

たん
期
き
間
かん
で目

め
覚
ざ
ましい経

けい

済
ざい
成
せい
長
ちょう
を遂

と
げた日

に
本
ほん
や韓

かん
国
こく
のような東

ひがし
アジアの国

くに
を模

も
範
はん

にしようとするものです。特
とく
に、日

に
本
ほん
の労

ろう
働
どう
倫
りん
理
り
や経

けい
済
ざい

マラヤ大学予備教育課程
AMBANG ASUHAN JEPUN
前
ぜん
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
派
は
遣
けん
専
せん
門
もん
家
か

（派
は
遣
けん
期
き
間
かん
：1995年

ねん
5月
がつ
～1997年

ねん
5月
がつ
）

現
げん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し

来嶋　洋美

教育実践レポートy予備教育

このコーナーでは、特
とく
色
しょく
ある日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
を実
じっ
践
せん
している機

き
関
かん
の教

きょう
師
し
の方
かた

方
がた
に、現

げん
場
ば
のコースデザインやコー

ス運
うん
営
えい
の状

じょう
況
きょう
について、紹

しょう
介
かい
してい

ただきます。

※Teacher access: http://www.alsj@strathfi-so.dse.nsw.edu.au
Student access: http://www.cbibi@strathfi-so.dse.nsw.edu.au

漢字を空中に書いて書き順を確認する

き　 じま　　　　 ひろ　 み



り、学
がく
生
せい
たちは大

たい
変
へん
忙
いそが
しい毎

まい
日
にち
を送
おく
っています。（表

ひょう
１）

（2）クラス編
へん
成
せい

両
りょう
学
がく
年
ねん
とも能

のう
力
りょく
別
べつ
編
へん
成
せい
で、1996年

ねん
度
ど
は、1年

ねん
生
せい
は4レ

ベル8クラス、2年
ねん
生
せい
は3レベル7クラスありました。試

し

験
けん
の結

けっ
果
か
でクラス替

が
えをしますから、学

がく
生
せい
たちはいつも

勉
べん
強
きょう
に励

はげ
んでいなければ、下

した
のクラスに落

お
ちてしまいま

す。反
はん
対
たい
に、頑

がん
張
ば
れば上

うえ
のクラスに行

い
くことができます。

（3）目
もく
標
ひょう

大
だい
学
がく
留
りゅう
学
がく
を目

め
指
ざ
しているため、AAJの日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
は主

おも

に読
どっ
解
かい
力
りょく
と聴

ちょう
解
かい
力
りょく
の養

よう
成
せい
を目

もく
標
ひょう
としています。特

とく
に、読

どっ
解
かい

力
りょく
に力

ちから
を入

い
れています。実

じつ
は聴

ちょう
解
かい
力
りょく
の養

よう
成
せい
にも同

どう
様
よう
に力

ちから

を入
い
れたいし、作

さく
文
ぶん
や会
かい
話
わ
ももっと教

おし
えたいのですが、海

かい

外
がい
では物

ぶつ
理
り
的
てき
な制

せい
約
やく
が多

おお
く、また授

じゅ
業
ぎょう
時
じ
間
かん
の問

もん
題
だい
もあり

ますから、理
り
想
そう
に近

ちか
づくことはなかなか難

むずか
しい問

もん
題
だい
です。

（4）主
しゅ
教
きょう
材
ざい

教
きょう
材
ざい
は、1、2年

ねん
生
せい
共
とも
にAAJで開

かい
発
はつ
した初

しょ
級
きゅう
、中

ちゅう
級
きゅう
教
きょう

科
か
書
しょ
を使

つか
います。読

どっ
解
かい
力
りょく
の養

よう
成
せい
のために文

ぶん
型
けい
、語

ご
彙
い
、漢

かん

字
じ
学
がく
習
しゅう
を主

しゅ
眼
がん
にして1986年

ねん
から作

つく
られてきたものです

（但
ただ
し、1997年

ねん
度
ど
入
にゅう
学
がく
の学

がく
生
せい
からは新

あたら
しい教

きょう
科
か
書
しょ
に変

か
わ

ります）。（表
ひょう
２）

（5）試
し
験
けん

試
し
験
けん
は、SemesterIII（第

だい
3学
がっ
期
き
）までは各

かく
学
がっ
期
き
に中

ちゅう
間
かん

試
し
験
けん
と期

き
末
まつ
試
し
験
けん
が行

おこな
われますが、2年

ねん
生
せい
はこの外

ほか
に日

に
本
ほん

の文
もん
部
ぶ
省
しょう
が実

じっ
施
し
する文

もん
部
ぶ
省
しょう
修
しゅう
了
りょう
試
し
験
けん
を受

う
けます。修

しゅう
了
りょう
試
し

験
けん
は教

きょう
科
か
も日

に
本
ほん
語
ご
もありますが、日

に
本
ほん
語
ご
では読

どっ
解
かい
、文
ぶん
法
ぽう
、

漢
かん
字
じ
、語

ご
彙
い
、聴

ちょう
解
かい
が出

しゅつ
題
だい
されます。この試

し
験
けん
に合

ごう
格
かく
すれ

ば、めでたく日
に
本
ほん
に留

りゅう
学
がく
できるというわけです。また、

成
せい
績
せき
に直

ちょく
接
せつ
影
えい
響
きょう
するわけではありませんが、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく

試
し
験
けん
も毎

まい
年
とし
受
う
けています。1年

ねん
生
せい
は3級

きゅう
、2年

ねん
生
せい
は2級

きゅう
を

受
う
けます。（p.5   表

ひょう
3）

４．授
じゅ
業
ぎょう
の実

じっ
際
さい

（1）1年
ねん
生
せい
の場

ば
合
あい
：初
しょ
級
きゅう
～中

ちゅう
級
きゅう
入
にゅう
門
もん
期
き

さてここで、AAJの日
に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
がどのように行

おこな
われ

ているかを説
せつ
明
めい
します。

ａ　レクチャー（週
しゅう
4時
じ
間
かん
）

1年
ねん
生
せい
の場

ば
合
あい
、特

とく
徴
ちょう
的
てき
な点

てん
は、レクチャー・チュート

リアル方
ほう
式
しき
を行

おこな
ってきたことにあるでしょう。レクチャ

ーは、マレーシア語
ご
か英

えい
語
ご
を使

し
用
よう
して文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
をする講

こう

義
ぎ
です。マレーシア語

ご
か英

えい
語
ご
を使

つか
うと、より複

ふく
雑
ざつ
な文

ぶん
法
ぽう

の説
せつ
明
めい
ができるので、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は効

こう
率
りつ
的
てき
に文

ぶん
法
ぽう
知
ち
識
しき
を得

え
る

ことができます。そうして知
ち
識
しき
を頭

あたま
に入

い
れたら、今

こん
度
ど
は

すぐに小
ちい
さいクラスに分

わ
かれて、使

つか
い方

かた
を練

れん
習
しゅう
する。こ

うすれば、効
こう
果
か
的
てき
な学

がく
習
しゅう
が期

き
待
たい
できるという考

かんが
え方

かた
で、

このような方
ほう
式
しき
が長
なが
年
ねん
続
つづ
けられてきました。

ｂ　文
ぶん
法
ぽう
チュートリアル（週

しゅう
10時

じ
間
かん
）

小
ちい
さいクラス（16～23名

めい
）に分

わ
かれて行

おこな
う授

じゅ
業
ぎょう
は、

チュートリアルと呼
よ
ばれています。チュートリアルクラ

スは、日
に
本
ほん
語
ご
のホームクラスでもあり、1年

ねん
生
せい
は全

ぜん
部
ぶ
で

8クラスあります。週
しゅう
10時

じ
間
かん
ほど教

きょう
科
か
書
しょ
に出

で
てくる初

しょ
級
きゅう

文
ぶん
型
けい
の基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
や応

おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
をします。また2～3課

か
毎
ごと
に

文
ぶん
法
ぽう
テストをします。基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
は形

かたち
を正

ただ
しく覚

おぼ
えるため

の練
れん
習
しゅう
です。動

どう
詞
し
、形

けい
容
よう
詞
し
の活

かつ
用
よう
を覚

おぼ
えるのに、学

がく
生
せい
た

ちは苦
く
心
しん
しているようです。応

おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
は、少

すこ
し複

ふく
雑
ざつ
な文

ぶん

を書
か
いたり、小

ちい
さな会

かい
話
わ
をやったり、ゲームやタスク練

れん

習
しゅう
を取

と
り入

い
れたりして、できるだけ自

し
然
ぜん
な状

じょう
況
きょう
設
せっ
定
てい
のな

かで文
ぶん
型
けい
を使

つか
う練

れん
習
しゅう
ができるような工

く
夫
ふう
を各

かく
教
きょう
師
し
がして

います。海
かい
外
がい
では、生

なま
の日

に
本
ほん
語
ご
に触

ふ
れる機

き
会
かい
が少

すく
ないの

で、聴
ちょう
解
かい
テープを使

つか
った練

れん
習
しゅう
も取

と
り入

い
れるようにしてい

ます。さらに、読
どっ
解
かい
力
りょく
を養

やしな
うことを目

もく
的
てき
に作

つく
られた数

すう
行
ぎょう

の文
ぶん
をたくさん読

よ
みます。これは教

きょう
科
か
書
しょ
に練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
とし

て載
の
せられているのですが、毎

まい
時
じ
間
かん
、新

あたら
しい語

ご
彙
い
や漢

かん
字
じ

がたくさん出
で
てくるので、予

よ
習
しゅう
をしないと授

じゅ
業
ぎょう
について

いけません。AAJでは読
どっ
解
かい
力
りょく
の養

よう
成
せい
が大

おお
きな目

もく
標
ひょう
になっ

ていますから、初
しょ
級
きゅう
のうちからこのような文

ぶん
を読

よ
む練

れん
習
しゅう

をするのです。

ｃ　漢
かん
字
じ
チュートリアル（週

しゅう
4時
じ
間
かん
）

漢
かん
字
じ
は週

しゅう
4時
じ
間
かん
あり、毎

まい
回
かい
7～8字

じ
の新

あたら
しい漢

かん
字
じ
を習

なら

います。学
がく
生
せい
はこの漢

かん
字
じ
を読

よ
むだけでなく、書

か
けるよう

にならなければなりません。漢
かん
字
じ
にはほとんどの場

ば
合
あい
、

読
よ
み方

かた
がいくつかありますが、AAJでは、新

あたら
しい漢

かん
字
じ
の

読
よ
み方

かた
を一

いち
度
ど
にできるだけたくさん提

てい
示
じ
することになっ

ています。学
がく
生
せい
にとってはかなりの負

ふ
担
たん
です。また、語

ご

文型

初　級

中　級

書き漢字 729字

約2500語

書き漢字 365字

約4000語

１
年
生

２
年
生

漢字数　語彙数

表2 AAJ教科書の文型レベル・漢字数・語彙数

※文系17時間、理系19時間

表1 週当たり授業時間数

日本語授業

週20時間

週11時間

週17～19時間※

（マレーシア語使用）

週24時間

（日本語使用）

１
年
生

２
年
生

教科授業



り、全
ぜん
体
たい
のストーリーをまとめたり、日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
や文

ぶん
化
か

に関
かん
する解

かい
説
せつ
を教

きょう
師
し
から聞

き
いたりします。

以
い
上
じょう
のような初

しょ
級
きゅう
の授

じゅ
業
ぎょう
が終

お
わったら、文

ぶん
法
ぽう
の総

そう
復
ふく
習
しゅう

をして、中
ちゅう
級
きゅう
に入

はい
るための準

じゅん
備
び
をします。読

どっ
解
かい
について

は、接
せつ
続
ぞく
詞
し
、指

し
示
じ
語
ご
、段

だん
落
らく
構
こう
成
せい
などに注

ちゅう
意
い
するといった

読
どっ
解
かい
の技

ぎ
術
じゅつ
的
てき
な面

めん
に少

すこ
しだけ踏

ふ
み込

こ
んだ指

し
導
どう
をします。

また、漢
かん
和
わ
辞
じ
典
てん
の使

つか
い方

かた
も指

し
導
どう
します。中

ちゅう
級
きゅう
に入

はい
ってか

らは、難
むず
しい漢

かん
字
じ
があっても自

じ
力
りき
で調

しら
べられなければ困

こま

るからです。

（2）2年
ねん
生
せい
の場

ば
合
あい
：中

ちゅう
級
きゅう

誌
し
面
めん
の都

つ
合
ごう
上
じょう
、簡

かん
単
たん
に2年

ねん
生
せい
の様

よう
子
す
を紹

しょう
介
かい
します。2

年
ねん
生
せい
も、やはりAAJオリジナル中

ちゅう
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ
を使

つか
って、

授
じゅ
業
ぎょう
が行

おこな
われます。基

き
本
ほん
的
てき
に、中

ちゅう
級
きゅう
文
ぶん
型
けい
の導

どう
入
にゅう
・練

れん
習
しゅう
が

中
ちゅう
心
しん
となります。似

に
ているけれども使

つか
い方

かた
の違

ちが
う文

ぶん
型
けい
を

うまく理
り
解
かい
させなければならないので、教

きょう
師
し
も授

じゅ
業
ぎょう
準
じゅん
備
び

怠
おこた
りなく臨

のぞ
まねばなりません。1年

ねん
生
せい
では週

しゅう
20時

じ
間
かん
ある

日
に
本
ほん
語
ご
が、2年

ねん
生
せい
になると11時

じ
間
かん
になりますから、読

どっ
解
かい

作
さく
文
ぶん
、会

かい
話
わ
などしたいことは山

やま
ほどあっても、なかなか

十
じゅう
分
ぶん
に時

じ
間
かん
がとれません。その上

うえ
、1月

がつ
の文

もん
部
ぶ
省
しょう
修
しゅう
了
りょう
試
し

験
けん
に先

さき
駆
が
けて、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
も受

う
けますから、学

がく
年
ねん
の

後
こう
半
はん
は、試

し
験
けん
対
たい
策
さく
の時

じ
間
かん
もとります。

2年
ねん
生
せい
の学

がく
生
せい
にとって、何

なに
よりもショックなことは、

彙
い
リストにある新

しん
出
しゅつ
語
ご
彙
い
のうち、漢

かん
字
じ
で書

か
かれているも

のは、まだ書
か
き方

かた
は習

なら
っていなくても、読

よ
めなければな

りません。学
がく
生
せい
が継

けい
続
ぞく
的
てき
に漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
をするように、毎

まい
回
かい

の漢
かん
字
じ
クイズ、そして2～3課

か
毎
ごと
のテストをします。結

けっ

果
か
が悪

わる
ければ、追

つい
試
し
を受

う
けたり、宿

しゅく
題
だい
として何

なん
度
ど
も書

か
き

直
なお
したりします。AAJの学

がく
生
せい
は全

ぜん
員
いん
、生

う
まれて初

はじ
めて漢

かん

字
じ
を勉

べん
強
きょう
するので、漢

かん
字
じ
の複

ふく
雑
ざつ
な形

かたち
やいくつもある読

よ
み

方
かた
を覚

おぼ
えたりすることは本

ほん
当
とう
に大

たい
変
へん
です。けれども、読

どっ

解
かい
力
りょく
につなげるために、このような厳

きび
しい方

ほう
法
ほう
がとられ

ています。（表
ひょう
3）

ｄ　会
かい
話
わ
チュートリアル（週

しゅう
1時
じ
間
かん
）

マレーシアでは、学
がく
生
せい
が教

きょう
室
しつ
以
い
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
う機

き
会
かい

はなかなかありません。しかし、一
いっ
方
ぽう
で、日

にち
常
じょう
の会

かい
話
わ
力
りょく

は日
に
本
ほん
へ行

い
った後

あと
でも十

じゅう
分
ぶん
に身

み
につくということから、

週
しゅう
に1時

じ
間
かん
だけ会

かい
話
わ
のための時

じ
間
かん
を設

もう
けています。文

ぶん
法
ぽう

演
えん
習
しゅう
でも、短

みじか
い会

かい
話
わ
形
けい
式
しき
の練
れん
習
しゅう
をすることはありますが、

その場
ば
合
あい
は、あくまでもそのとき勉

べん
強
きょう
している文

ぶん
型
けい
に焦

しょう

点
てん
をあてます。会

かい
話
わ
授
じゅ
業
ぎょう
では、それだけではなく、それ

までに学
がく
習
しゅう
した初

しょ
級
きゅう
文
ぶん
型
けい
をいろいろ使

つか
って、できるだけ

自
し
然
ぜん
な日

にち
常
じょう
会
かい
話
わ
を練

れん
習
しゅう
するタスク活

かつ
動
どう
などをします。場

ば

面
めん
や機

き
能
のう
で毎

まい
回
かい
の授

じゅ
業
ぎょう
内
ない
容
よう
を決

き
めています。言

こと
葉
ば
を実

じっ
際
さい

に使
つか
う練

れん
習
しゅう
はたいていの学

がく
生
せい
にとって、とても楽

たの
しいよ

うです。

ｅ　聴
ちょう
解
かい
（週

しゅう
1時
じ
間
かん
）

授
じゅ
業
ぎょう
の名

な
前
まえ
は「聴

ちょう
解
かい
」ですが、実

じっ
際
さい
の内

ない
容
よう
は聴

ちょう
解
かい
練
れん
習
しゅう

と、ビデオの視
し
聴
ちょう
です。ビデオは年

ねん
間
かん
を通

とお
して、『ヤン

さんと日
に
本
ほん
の人

ひとび々と
』『続

ぞく
・ヤンさんと日

に
本
ほん
の人

ひとび々と
』を見

み

ます。『ヤンさん』のビデオは、登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
がユーモラス

で、特
とく
に続

ぞく
編
へん
の方

ほう
はストーリー性

せい
があって面

おも
白
しろ
いので、

学
がく
生
せい
も楽

たの
しみにしています。ほとんどの学

がく
生
せい
は日

に
本
ほん
へま

だ行
い
ったことがなく、彼

かれ
らが日

に
本
ほん
の様
よう
子
す
を知

し
るためには、

やはりビデオの力
ちから
は大

おお
きいものです。ビデオ視

し
聴
ちょう
の際

さい
、

大
たい
切
せつ
な言

こと
葉
ば
のディクテーションや内

ない
容
よう
確
かく
認
にん
のＱＡをした

教育実践レポートy予備教育

文法チュートリアルの授業風景

表3 2年間の授業と試験の流れ（1996年度）

※semester Iは、第1学期に相当する

1年生

semester I ※ semester II

レクチャー（文法説明）

チュートリアル

文法

漢字

会話

聴解

文法の

復習・

作文・

読解

中間　　期末 中間　　期末
（能験3級）

中間　　期末 文部省試験
（能験2級）

semester III semester IV

授
業
内
容

試
　
験

2年生

チュートリアル

文法

漢字

読解

聴解

作文

特別授

業



教
きょう
科
か
の授

じゅ
業
ぎょう
が日

に
本
ほん
語
ご
で行

おこな
われるということでしょう。1

年
ねん
生
せい
のときは、マレーシア語

ご
で受

う
けていた授

じゅ
業
ぎょう
です。マ

レーシア語
ご
でも、内

ない
容
よう
を完

かん
全
ぜん
に理

り
解
かい
できたかどうかわか

らなかったのに、2年
ねん
生
せい
では、日

に
本
ほん
人
じん
の先

せん
生
せい
が日

に
本
ほん
語
ご
で

教
おし
えます。留

りゅう
学
がく
生
せい
用
よう
の教

きょう
科
か
書
しょ
を使

つか
っている科

か
目
もく
も一

いち
部
ぶ
あ

りますが、大
たい
半
はん
は日

に
本
ほん
の高

こう
校
こう
の教

きょう
科
か
書
しょ
です。もちろん、

教
きょう
科
か
担
たん
当
とう
の教

きょう
師
し
たちは、何

なん
とか理

り
解
かい
してもらおうといろ

いろな工
く
夫
ふう
をします。それでも、初

しょ
級
きゅう
を終

しゅう
了
りょう
してまだ間

ま

もない学
がく
生
せい
たちにとって、日

に
本
ほん
語
ご
による教

きょう
科
か
は、使

し
用
よう
言
げん

語
ご
、内

ない
容
よう
の両

りょう
方
ほう
において大

たい
変
へん
なハードルといえるでしょ

う。学
がく
生
せい
はみな留

りゅう
学
がく
試
し
験
けん
に合

ごう
格
かく
して日

に
本
ほん
へ行

い
く夢

ゆめ
があり

ますから、頑
がん
張
ば
るしかありません。

５．コースを充
じゅう
実
じつ
させる工

く
夫
ふう

AAJでは、学
がく
生
せい
に対

たい
して勉

べん
強
きょう
や生

せい
活
かつ
面
めん
、進

しん
路
ろ
決
けっ
定
てい
に関

かん

するカウンセリングを行
おこな
っています。1年

ねん
生
せい
では、日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
師
し
の半
はん
数
すう
がマレーシア人

じん
です。マレーシア人

じん
教
きょう
師
し
は、

母
ぼ
語
ご
と文

ぶん
化
か
を、学

がく
生
せい
と共

きょう
有
ゆう
しています。それに自

みずか
らも日

に

本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
であり留

りゅう
学
がく
生
せい
であったので、学

がく
生
せい
の問

もん
題
だい
点
てん
が

よくわかります。ですから、勉
べん
強
きょう
や生

せい
活
かつ
面
めん
で問

もん
題
だい
のある

学
がく
生
せい
の相

そう
談
だん
にのったり、日

に
本
ほん
語
ご
の理

り
解
かい
が遅

おく
れている学

がく
生
せい

に対
たい
して母

ぼ
語
ご
を効

こう
果
か
的
てき
に使

つか
って指

し
導
どう
するなど、学

がく
生
せい
にと

っても頼
たよ
りになる存

そん
在
ざい
です。

このほかにも、AAJではプログラムを充
じゅう
実
じつ
させるため

にいろいろな行
ぎょう
事
じ
を実

じっ
施
し
しています。日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
の関

かん
係
けい
か

ら主
おも
に2年

ねん
生
せい
に集

しゅう
中
ちゅう
していますが、日

に
本
ほん
人
じん
会
かい
主
しゅ
催
さい
の盆

ぼん
踊
おど

り大
たい
会
かい
、日

に
本
ほん
人
じん
学
がっ
校
こう
訪
ほう
問
もん
、日

に
本
ほん
人
じん
家
か
庭
てい
訪
ほう
問
もん
、日

に
本
ほん
企
き
業
ぎょう
工
こう

場
じょう
見
けん
学
がく
などを通

とお
して、現

げん
地
ち
の日

に
本
ほん
人
じん
社
しゃ
会
かい
に少

すこ
しでも触

ふ
れ

る機
き
会
かい
としています。盆

ぼん
踊
おど
り大

たい
会
かい
は1年

ねん
生
せい
も参

さん
加
か
して、

ゆかた姿
すがた
の日

に
本
ほん
人
じん
といっしょに踊

おど
ったり夜

よ
店
みせ
を見

み
てまわ

ったりする楽
たの
しい行

ぎょう
事
じ
となっています。また、「先

せん
輩
ぱい
の

体
たい
験
けん
を聴

き
く会

かい
」では、AAJの卒

そつ
業
ぎょう
生
せい
で、マレーシアの日

にっ

系
けい
企
き
業
ぎょう
で働

はたら
いている社

しゃ
会
かい
人
じん
を招

まね
いて、日

に
本
ほん
での留

りゅう
学
がく
生
せい
活
かつ

の体
たい
験
けん
などについて話

はな
してもらいます。学

がく
生
せい
の動

どう
機
き
付
づ
け

に大
おお
きく貢

こう
献
けん
しているようです。

６．課
か
題
だい

AAJでは、16年
ねん
間
かん
という長

なが
い間

あいだ
、いろいろな工

く
夫
ふう
を

しながら予
よ
備
び
教
きょう
育
いく
を行

おこな
ってきました。しかし、まだまだ

改
あらた
めていかなければならないことがあります。

まず、海
かい
外
がい
で予

よ
備
び
教
きょう
育
いく
を行

おこな
っている機

き
関
かん
としては、日

に

本
ほん
に関

かん
する情

じょう
報
ほう
を学

がく
生
せい
が自

じ
由
ゆう
にアクセスできる環

かん
境
きょう
をも

っと整
ととの
えていく必

ひつ
要
よう
があります。日

に
本
ほん
の社

しゃ
会
かい
、文

ぶん
化
か
、生

せい

活
かつ
、大

だい
学
がく
、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のための参

さん
考
こう
情
じょう
報
ほう
など学

がく
生
せい
が必

ひつ
要
よう

としている情
じょう
報
ほう
はたくさんあります。

次
つぎ
に、大

おお
きな目

もく
標
ひょう
としている読

どっ
解
かい
の授

じゅ
業
ぎょう
時
じ
間
かん
をもっと

増
ふ
やさなければなりません。読

どっ
解
かい
力
りょく
につなげるための基

き

礎
そ
として初

しょ
級
きゅう
・中

ちゅう
級
きゅう
文
ぶん
型
けい
や大

たい
変
へん
な数

かず
の語

ご
彙
い
、漢

かん
字
じ
を導

どう
入
にゅう

しますが、肝
かん
心
じん
の読

どっ
解
かい
練
れん
習
しゅう
そのものの量

りょう
が今

いま
のところ決

けっ

して十
じゅう
分
ぶん
とはいえないからです。作

さく
文
ぶん
や会

かい
話
わ
の時

じ
間
かん
も切

き

り詰
つ
めていますが、それでも読

どっ
解
かい
練
れん
習
しゅう
の時

じ
間
かん
は十

じゅう
分
ぶん
にと

れないでいます。

もう一
ひと
つの問

もん
題
だい
としては、1年

ねん
生
せい
が到

とう
達
たつ
する日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく

と2年
ねん
生
せい
の教

きょう
科
か
授
じゅ
業
ぎょう
で求

もと
められる日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
のギャップが

大
おお
きすぎることがあります。つまり、2年

ねん
生
せい
の教

きょう
科
か
授
じゅ
業
ぎょう

は日
に
本
ほん
語
ご
で行

おこな
われますが、要

よう
求
きゅう
される日

に
本
ほん
語
ご
のレベルが

高
たか
すぎるため、学

がく
生
せい
たちが大

たい
変
へん
な苦

く
労
ろう
をしているのです。

これは深
しん
刻
こく
な問

もん
題
だい
です。何

なに
か対

たい
策
さく
を立

た
てなければなりま

せん。

さて、このようなAAJの問
もん
題
だい
は、もっと大

おお
きなレベ

ルの問
もん
題
だい
につながります。つまり、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
全
ぜん
体
たい
の問

もん

題
だい
として、さらに教

きょう
科
か
学
がく
習
しゅう
も含

ふく
めた予

よ
備
び
教
きょう
育
いく
全
ぜん
体
たい
の問

もん
題
だい

になります。限
かぎ
られた授

じゅ
業
ぎょう
時
じ
間
かん
のなかで、しかも海

かい
外
がい
で、

どこまで学
がく
生
せい
の力

ちから
をつけるのが妥

だ
当
とう
なのでしょうか。現

げん

実
じつ
的
てき
なのでしょうか。これがはっきりしないかぎり、効

こう

果
か
的
てき
な教

きょう
育
いく
は行

おこな
えないということです。実

じつ
は、この問

もん
題
だい

は、留
りゅう
学
がく
生
せい
を受

う
け入

い
れる大

だい
学
がく
側
がわ
が留

りゅう
学
がく
生
せい
に何

なに
を求

もと
めてい

るかということと密
みっ
接
せつ
な関

かん
係
けい
があります。教

きょう
育
いく
内
ない
容
よう
のす

り合
あ
わせをして、予

よ
備
び
教
きょう
育
いく
から大

だい
学
がく
教
きょう
育
いく
へのスムーズな

連
れん
携
けい
を実
じつ
現
げん
させる日

ひ
が来

く
ることが望

のぞ
まれます。それでも、

そんな日
ひ
を待

ま
っているだけではなく、AAJの日

に
本
ほん
語
ご
では

1997年
ねん
度
ど
から新

あたら
しいカリキュラムを導

どう
入
にゅう
し始

はじ
めたとこ

ろです。学
がく
生
せい
たちの留

りゅう
学
がく
生
せい
活
かつ
を支

ささ
える日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
をしっか

りと身
み
につけてほしいという願

ねが
いをもって、AAJをより

良
よ
いプログラムにしていきたいと思

おも
っています。

買い物の会話を練習する学生たち



q安
やす
酸
かた
弘
ひろ
子
こ

w延世大学校延世語学院（ヨンセ テ

ハッキョ ヨンセ オ ハクウォン）

（大韓民国Seoul市西大門区新村洞

134番地／Yonsei University, 134

Sinchon -Dong Seodaemun -gu

Seoul, Korea／ TEL:+82-2-361-

3464 FAX:+82-2-393-4599）

e日
に
本
ほん
語
ご
、韓

かん
国
こく
語
ご

r20,000Won

延世大学校延世語学院（ヨンセ テ

ハッキョ ヨンセ オ ハクウォン）

の初
しょ
級
きゅう
クラス向

む
け主
しゅ
教
きょう
材
ざい
。韓
かん
国
こく
全
ぜん
土
ど
の

書
しょ
店
てん
で発
はつ
売
ばい
予
よ
定
てい
。

自
じ
習
しゅう
者
しゃ
も使

し
用
よう
できるよう配

はい
慮
りょ
されて

いる。内
ない
容
よう
は初

しょ
級
きゅう
文
ぶん
法
ぽう
、初

しょ
級
きゅう
会
かい
話
わ
、聴

ちょう

解
かい
（テープ1本

ぽん
付
つき
）。

最
さい
近
きん
、世

せ
界
かい
各
かっ
国
こく
の各

かく
機
き
関
かん
でそれぞれの目

もく
的
てき
に合

あ
った日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
教
きょう
材
ざい
が制

せい
作
さく
さ

れるようになってきました。しかし、世
せ
界
かい
各
かっ
国
こく
で制

せい
作
さく
された教

きょう
材
ざい
の情

じょう
報
ほう
は、日

に
本
ほん

で刊
かん
行
こう
された教

きょう
材
ざい
の情

じょう
報
ほう
に比
くら
べて入

にゅう
手
しゅ
することが難

むずか
しいのが現

げん
状
じょう
です。

そこで、今
こん
回
かい
と次

じ
回
かい
の2回

かい
に分

わ
けて、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の平

へい
成
せい
8年
ねん
度
ど
（1996年

ねん
度
ど
）

「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
制
せい
作
さく
助
じょ
成
せい
プログラム」の助

じょ
成
せい
を得

え
て刊

かん
行
こう
された世

せ
界
かい
各
かっ
国
こく
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

材
ざい
を紹

しょう
介
かい
いたします。

自
じ
分
ぶん
の国

くに
以
い
外
がい
で刊

かん
行
こう
された教

きょう
材
ざい
でも、母

ぼ
語
ご
が同

おな
じなら、そのまま利

り
用
よう
できるか

もしれません。また、近
ちか
い関

かん
係
けい
にある言

げん
語
ご
同
どう
士
し
なら翻

ほん
訳
やく
がかんたんにできるとい

う便
べん
利
り
さがあるかもしれません。

この機
き
会
かい
に多

おお
くの方

かた
に世

せ
界
かい
各
かっ
国
こく
で刊

かん
行
こう
された教

きょう
材
ざい
について知

し
っていただきたい

と思
おも
います。

世界の
日本語教材

紹介

世界各国で制作された日本語教材
――国際交流基金助成日本語教材――

前編 ●
韓国、オーストラリア、マレーシア、
カナダ、米国の日本語教材

韓
かん
国
こく

延大日本語Ⅰ
（Yonsei University’s
Japanese Textbook
No.1／Yonde Ilbono Ⅰ）

●データ凡例●

q 著者・編者

w 発行元 ●

e 使用言語●

r 定価 ●

ぜん ぺん

かん こく

べい こく　　　に ほん ご きょうざい

せ かい かっ こく に ほん ご きょう ざいせい さく

こく さい こう りゅう き きん じょ せい に ほん ご きょう ざいに ほん ご きょう ざい

せ かい

しょう かい

ちょしゃ へん

はっこうもと

し ようげん ご

てい か

じゃ

はんれい

教科書

（テープ付き）
きょう か しょ

つ



qThe California Association of

Japanese Language Schools

wThe California Association of

Japanese Language Schools／

（3929 Middlebury Street Los

Angels, Calif. 90004 U.S.A.／

TEL:+1-213-664-4941 FAX:+1-

213-913-9728）

e日
に
本
ほん
語
ご
、英
えい
語
ご

rUS$21.00

『やさしい日
に
本
ほん
語
ご
』入

にゅう
門
もん
、初

しょ
級
きゅう
、中

ちゅう

級
きゅう
に続
つづ
くシリーズの最

さい
終
しゅう
巻
かん
。

小
しょう
学
がく
生
せい
の自

じ
由
ゆう
な発

はっ
想
そう
を大

たい
切
せつ
に対

たい
話
わ
や

読
よ
み教

きょう
材
ざい
が工

く
夫
ふう
されている。

qBurnham, Suzanne Dawn

wCIS EDUCATIONAL （245-249

Cardigan Street, Carlton, 3053

Victoria, Australia／ TEL:+61-3-

9349-1211 FAX:61-3-9347-0175）

e日
に
本
ほん
語
ご

r読
どっ
解
かい
教
きょう
材
ざい

A$6.95（5.50）、指
し
導
どう
書
しょ

A$19.95（10.00）［かっこ内
ない
は自

じ
国
こく

外
がい
定
てい
価
か
］

中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
レベルにおける初

しょ
級
きゅう
学
がく
習
しゅう
者
しゃ

用
よう
の読
どっ
解
かい
教
きょう
材
ざい
（8分

ぶん
冊
さつ
）。

カラー写
しゃ
真
しん
とイラストがたくさんあ

り、楽
たの
しく読

よ
みやすい。教

きょう
師
し
用
よう
指
し
導
どう
書
しょ

もある。

米
べい
国
こく

やさしいにほんご　上級

“Yasashii Nihongo” 
Advanced

教
きょう
師
し
用
よう
指
し
導
どう
書
しょ

教科書
きょう か しょ

じょう きゅう

読解教材
どっ かい きょう ざい

（ ）

オーストラリア

SHINKANSEN
（Reader Series ）



q李応壽（イ　ウンス）、中
なか
野
の
道
みち
夫
お
、

高
たか
橋
はし
万
ま
里
り
子
こ
、 明立（ユン　ミョンニ

プ）、呉成植（オ　ソンシク）ほか

wA.M.I.Co., Ltd.（大韓民国Seoul市

瑞草区瑞草洞1422-6 源林Bldg.6F

Wonlim Bldg.6F, 1422-6, Seocho-

Dong, Seocho-ku, Seoul, Korea

／TEL:+82-2-3471-5114 FAX:+82-2-

3471-7321）

e日
に
本
ほん
語
ご

r32,000Won

李応壽著
ちょ
『ポイント日

に
本
ほん
語
ご
』を基

もと
に

したカセットテープ。

毎
まい
日
にち
5分
ふん
ずつ、45週

しゅう
間
かん
で完

かん
成
せい
するよ

うにできており、片
かた
面
めん
30分

ぷん
間
かん
用
よう
のテ

ープ8本
ぽん
（合

ごう
計
けい
4時
じ
間
かん
分
ぶん
）に収

しゅう
録
ろく
。

q横
よこ
山
やま
赳
たけ
夫
お

wBC JAPANESE LANGUAGE

TEACHERS ASSOCIATION（3690

Nanaimo St., Vancouver, British

Columbia, Canada V5N5HI／

TEL:+1-604-433-4773 FAX:+1-

604-451-0887）

e日
に
本
ほん
語
ご

r教
きょう
科
か
書
しょ

C$12、指
し
導
どう
書
しょ

C$6

『にっぽんご一
いち
年
ねん
』からはじまるシ

リーズの7巻
かん
目
め
。

「さけの一
いっ
生
しょう
」や「アンネの日

にっ
記
き
」な

ど7編
へん
の物
もの
語
がたり
や詩

し
からなる読

どっ
解
かい
教
きょう
材
ざい
。

qSulaiman, Thaiyibah、上
かみ
洋
よう
子
こ

wLanguage And Literacy Agency

（P.O. BOX 10803, 50926 Kuala

Lumpur, Malaysia／ TEL:+60-

2481011 ext.511 FAX:+60-

2449614）

eマレー語
ご

rRM35.00

基
き
礎
そ
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
の手

て
引
び
き書

しょ
として使

つか

える。

①文
ぶん
の構

こう
造
ぞう
、②品

ひん
詞
し
、③名

めい
詞
し
、④動

どう

詞
し
、⑤助

じょ
詞
し
などを分

わ
かりやすく解

かい
説
せつ
。

マレーシア

日本語の文法

（Japanese Grammar ／
Nahu Bahasa Jepun ）

カナダ

日本語　七年

韓
かん
国
こく

ポイント日本語の

カセットテープ

しち ねんにっ ぽん ご

読解教材
どっ かい きょう ざい

会話教材

（カセットテープ）
かい わ きょう ざい

に ほん ご

に ほん ご ぶん ぽう

文法書
ぶん ぽう しょ



qIpace Institute Unisearch Professional
Education, The University of New South
Wales
wIpace Institute Unisearch Professional
Education, The University of New South
Wales（ The University of New South
Wales, Sydney 2052 Australia／
TEL:+61-2-385-3175 FAX:+61-2-662-
6566）
e英
えい
語
ご

rA$100

授
じゅ
業
ぎょう
・自

じ
習
しゅう
両
りょう
用
よう
のCD-ROMを使

つか
った中

ちゅう
等
とう

用
よう
日
に
本
ほん
語
ご
マルチメディア教

きょう
材
ざい
（Windowsと

Macintoshの両
りょう
方
ほう
に対
たい
応
おう
）。

日
に
本
ほん
語
ご
と日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
が同

どう
時
じ
に学
まな
べる。

qDina Guest, Renata Aliani, Lisa Frazer
wBroadening Horizons Through
Language Project Team, Directorate of
School Education, Victoria
（P.O. Box 4367 Melbourne 3001
Australia／ TEL:+61-3-9628-3723
FAX:+61-3-9628-2003）
e英
えい
語
ご

rA$30.00/set

オーストラリアにおける日
に
本
ほん
人
じん
コミュニ

ティーでの生
せい
活
かつ
、産

さん
業
ぎょう
や文

ぶん
化
か
を紹

しょう
介
かい
するビ

デオ教
きょう
材
ざい
。

The Secondary Access to Language via

Satellite（SALS）プログラムにて使
し
用
よう
予
よ
定
てい
。

このプログラムは、世
せ
界
かい
各
かっ
国
こく
で自

じ
主
しゅ
的
てき
に開

かい
発
はつ
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
の

刊
かん
行
こう
に際

さい
し、出

しゅっ
版
ぱん
経
けい
費
ひ
の一

いち
部
ぶ
を助

じょ
成
せい
するものです。その目

もく
的
てき
は、各

かっ

国
こく
・各

かく
地
ち
域
いき
の事

じ
情
じょう
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の母

ぼ
語
ご
に対

たい
応
おう
した教

きょう
材
ざい
の刊

かん
行
こう
を促

そく
進
しん
する

ことによって、各
かっ
国
こく
現
げん
地
ち
における日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の基

き
盤
ばん
を強

きょう
化
か
すること

にあります。

助
じょ
成
せい
の対

たい
象
しょう
となるのは、教

きょう
科
か
書
しょ
・参

さん
考
こう
書
しょ
・辞

じ
書
しょ
や、CD-ROM・ビ

デオテープなどの日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
の語

ご
学
がく
教
きょう
材
ざい
に限

かぎ
ります。日

に
本
ほん
をテー

マにして書
か
かれた一

いっ
般
ぱん
図
と
書
しょ
や日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
学
がく
術
じゅつ
図
と
書
しょ
は対
たい
象
しょう
となりません。

プログラムの詳
しょう
細
さい
については、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
、

または最
も
寄
よ
りの基

き
金
きん
海
かい
外
がい
事
じ
務
む
所
しょ
か在
ざい
外
がい
日
に
本
ほん
公
こう
館
かん
におたずねください。

問
と
い合

あ
わせ先

さき

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か

〒336 埼
さい
玉
たま
県
けん
浦
うら
和
わ
市
し
北
きた
浦
うら
和
わ
5-6-36

TEL:+81-48-834-1183 FAX:+81-48-831-7846

日本語教材制作助成プログラムについて

今
こん
回
かい
は、韓

かん
国
こく
、オーストラリア、マレーシア、カナダ、米

べい
国
こく
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
を紹

しょう

介
かい
しました。次

じか
回
い
の30号

ごう
では、中

ちゅう
国
ごく
、メキシコ、ブラジル、イタリア、ドイツ、

ブルガリアの日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
を紹

しょう
介
かい
する予

よ
定
てい
です。

なお、このページで紹
しょう
介
かい
されている教

きょう
材
ざい
に関

かん
する問

と
い合

あ
わせは、データ中

ちゅう
の発

はっ

行
こう
元
もと
に直

ちょく
接
せつ
おたずねください。

オーストラリア

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＣＵＬＴＵＲＥ
ＩＮ ＡＵＳＴＲＡＬＩＡ

オーストラリア

ＪＡＰＡＮＡＬＢＵＭ
ＣＤ－ＲＯＭ

に　 ほん　 ご　きょう ざい　せい さく　じょ せい

視聴覚教材

（ビデオ教材）
し ちょう かく きょう ざい

きょう ざい

視聴覚教材

（CD-ROM）
し ちょう かく きょう ざい



「目
め
を三
さん
角
かく
にする」‥‥怒

おこ
って目

め
つきがこわくなる

「目
め
」は何

なに
かを見

み
るときに使

つか
いますから、見

み
て判

はん
断
だん
す

る能
のう
力
りょく
を表

あらわ
します。また、気

き
持
も
ちの変

へん
化
か
で目

め
の様

よう
子
す
が変

か

わることもありますから、感
かん
情
じょう
表
ひょう
現
げん
にも使

つか
われます。

●例
れい
●「口

くち
」‥‥

「口
くち
が軽
かる
い」‥‥言

い
ってはいけないことを話

はな
してしまう

「口
くち
が重
おも
い」‥‥あまりしゃべらない

「口
くち
が堅
かた
い」‥‥言

い
ってはいけないことは話

はな
さない

「口
くち
を出

だ
す」‥‥自

じ
分
ぶん
に関
かん
係
けい
ない話

はなし
に参

さん
加
か
する

「口
くち
」はことばを話

はな
すときに使

つか
いますから、話

はな
すこと

に関
かん
係
けい
がある慣

かん
用
よう
句
く
が多

おお
いです。

●例
れい
●「頭

あたま
」‥‥

「頭
あたま
が固
かた
い」‥‥考

かんが
え方

かた
が古
ふる
くて、なかなか変

か
えられない

「頭
あたま
が痛
いた
い」‥‥悩

なや
みや心

しん
配
ぱい
なことがあって、困

こま
っている

「頭
あたま
が上

あ
がらない」‥‥相

あい
手
て
にひけめを感

かん
じて強

つよ
く言

い
えない

「頭
あたま
が下

さ
がる」‥‥人

ひと
柄
がら
や行

おこな
いのいい人

ひと
を尊
そん
敬
けい
する

「頭
あたま
」は考

かんが
えるときにも使

つか
いますが、それだけでなく、

体
からだ
の中

なか
で一

いち
番
ばん
高
たか
い所

ところ
にあって、尊

そん
敬
けい
する人

ひと
や苦

にが
手
て
な人

ひと
の

前
まえ
では自

し
然
ぜん
と低

ひく
くなるものです。

このように、同
おな
じことばを使

つか
う慣

かん
用
よう
句
く
を集

あつ
めて、その

ことばの発
はっ
展
てん
した意

い
味
み
を知

し
ることは、慣

かん
用
よう
句
く
を理

り
解
かい
する

ときに役
やく
に立

た
つでしょう。

●例
れい
●驚

おどろ
く

「目
め
が飛

と
び出

で
る」‥‥予

よ
想
そう
外
がい
に値

ね
段
だん
が高
たか
くて驚

おどろ
く

例
れい
文
ぶん
）レストランでごうかな食

しょく
事
じ
をした後

あと
、お金

かね
を

払
はら
うときになって請

せい
求
きゅう
書
しょ
を見たら目

め
が飛

と
び出

で

た。

「目
め
を丸

まる
くする」‥‥意

い
外
がい
で、不

ふ
思
し
議
ぎ
だと思

おも
う

２）似
に
ている意

い
味
み
を表

あらわ
す慣
かん
用
よう
句
く
を集
あつ
めて

紹
しょう
介
かい
・整
せい
理
り
する

前
ぜん
回
かい
は、慣

かん
用
よう
句
く
を教

おし
えるための練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
の例

れい
を紹

しょう
介
かい
し

ました。今
こん
回
かい
は、その他

た
の教

おし
え方
かた
や教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
を紹

しょう
介
かい
します。

◆紹介・整理の方法

同
おな
じことばを使

つか
う慣
かん
用
よう
句
く
を集
あつ
めると、二

ふた
つの効

こう
果
か
があ

ります。一
ひと
つは、それぞれのことば（目

め
や口
くち
、頭

あたま
など）

がもともとの意
い
味
み
から発

はっ
展
てん
してどんな意

い
味
み
を持

も
つように

なったかを知
し
ることができます。二

ふた
つめは、グループを

作
つく
ることで整

せい
理
り
したり覚

おぼ
えやすくすることができます。

下
した
の例
れい
を見

み
てみましょう。

●例
れい
●「目

め
」‥‥

「目
め
がきく」‥‥ものの価

か
値
ち
がよくわかり判

はん
断
だん
すること

ができる

「目
め
が高
たか
い」‥‥いいものを選

えら
ぶことができる

「目
め
を丸
まる
くする」‥‥驚

おどろ
く

１）同
おな
じことば（顔

かお
の部

ぶ
分
ぶん
など）を使

つか
う慣
かん
用
よう
句
く
を

集
あつ
めて紹

しょう
介
かい
・整
せい
理
り
する

目
もく
的
てき
・教
おし
えること

顔
かお
や体

からだ
の部

ぶ
分
ぶん
の名

な
前
まえ
を使
つか
った

慣
かん
用
よう
句
く
の意

い
味
み
と使
つか
い方
かた

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
から中

ちゅう
級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

一人
ひとり
～何
なん
人
にん
でも

準
じゅん
備
び
するもの

絵
え
をかく紙

かみ
など

今
こん
回
かい
も、前

ぜん
回
かい
にひきつづき、慣

かん
用
よう
句
く
の教

おし
え方

かた
や

練
れん
習
しゅう
の方

ほう
法
ほう
をとりあげます。

テーマ 慣用句を覚えよう（2）

✰授業のヒント
✰
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絵
え
C

絵
え
B

絵
え
A

例
れい
文
ぶん
）祖

そ
母
ぼ
はゲームの中

なか
の動

どう
物
ぶつ
がえさを食

た
べたり大

おお

きくなったりするのを見
み
て目

め
を丸

まる
くした。

「腰
こし
を抜

ぬ
かす」‥‥たいへん驚

おどろ
く

例
れい
文
ぶん
）もし200年

ねん
前
まえ
に生

い
きていた人

ひと
が飛

ひ
行
こう
機
き
や新

しん
幹
かん

線
せん
を見

み
たら、腰

こし
を抜

ぬ
かすだろう。

「舌
した
を巻

ま
く」‥‥すばらしくて感

かん
心
しん
する

例
れい
文
ぶん
）10歳

さい
の少

しょう
年
ねん
のすばらしい演

えん
奏
そう
に、大人

おとな
の音

おん
楽
がく

家
か
たちも舌

した
を巻

ま
いた。

同
おな
じ「驚

おどろ
く」ことを表

あらわ
す慣

かん
用
よう
句
く
でも、慣

かん
用
よう
句
く
によって

驚
おどろ
き方

かた
の程

てい
度
ど
や何

なに
に驚

おどろ
くかがちがいます。紹

しょう
介
かい
したり理

り

解
かい
を確
かく
認
にん
したりするときには、上

うえ
のような例

れい
文
ぶん
を作
つく
って、

状
じょう
況
きょう
を説
せつ
明
めい
させることが大

たい
切
せつ
でしょう。

◆いろいろな教室活動

●例
れい
●

絵
え
A 目

め
を細
ほそ
める………うれしいとき、かわいいも

のを見
み
るとき、ほほえむ

絵
え
B 鼻

はな
が高

たか
い…………自

じ
慢
まん
したり、得

とく
意
い
に思
おも
う

絵
え
C 首

くび
を長

なが
くする……楽

たの
しみに待

ま
つ

●例
れい
●

目
め
がない‥‥大

だい
好
す
きだ

・私
わたし
は、甘

あま
いものが好

す
きで、特

とく
にケーキには目

め
がな

い。

口
くち
が重

おも
い‥‥あまりしゃべらない

・父
ちち
も私

わたし
も口
くち
が重
おも
いので、二人

ふたり
でいると会

かい
話
わ
が続

つづ
か

ない。

２）慣
かん
用
よう
句
く
を使
つか
って自

じ
分
ぶん
のことや身

み
の回
まわ
りのこ

とについて文
ぶん
を作
つく
らせる

１）いくつかの慣
かん
用
よう
句
く
の意

い
味
み
や使
つか
い方
かた
を学
がく
習
しゅう
した後

あと

で、慣
かん
用
よう
句
く
の意

い
味
み
を考

かんが
えた絵

え
を書

か
かせ、クイズ

を作
つく
らせる（絵

え
A、絵

え
B、絵

え
Cを参

さん
照
しょう
）
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（クイズ）

自
じ
慢
まん
するときに高

たか
くなるものは？

（答
こたえ
）鼻

はな

（クイズ）

楽
たの
しみにまっているときに長

なが
くするものは？

（答
こたえ
）首

くび

（クイズ）

かわいいものを見
み
るときに細

ほそ
くなるものは？

（答
こたえ
）目

め

＊クイズのことばは、母
ぼ
語
ご
でもいいでしょう。

きょうしつ かつ どう
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●例
れい
１●

（インドネシア語
ご
TEBAL MUKA、ベトナム語

ご

）→顔
かお
が厚

あつ
い

意
い
味
み
：何
なに
を言

い
われても平

へい
気
き
で恥

は
ずかしいと思

おも
わな

い。ずうずうしい

＊日
に
本
ほん
語
ご
では、「面

つら
の皮

かわ
が厚

あつ
い」ということばで同

おな

じような意
い
味
み
を表

あらわ
します。

●例
れい
２●

（インドネシア語
ご
MANIS MULUT、タイ語

ご
）

→口
くち
が甘
あま
い

意
い
味
み
：調

ちょう
子
し
よくほめること（本

ほん
当
とう
はそう思

おも
ってい

ないこともある）

（ベトナム語
ご

）→口
くち
がやわらかい

意
い
味
み
：調

ちょう
子
し
よくじょうずに話

はな
す（悪

わる
い意

い
味
み
で使
つか
う）

＊日
に
本
ほん
語
ご
では、「口

くち
がうまい」ということばが意

い
味
み

が近
ちか
いようです。

●例
れい
３●

（インドネシア語
ご
BESAR KEPALA）→頭

あたま
が大
おお
きい

（ベトナム語
ご

）→鼻
はな
の穴
あな
をふくらませている

意
い
味
み
：ほめられて得

とく
意
い
になっている

（デンマーク語
ご

）→空
そら
へ鼻

はな

を向
む
けている

意
い
味
み
：①他

ほか
の人
ひと
より優

すぐ
れていると自

じ
信
しん
を持

も
っている

②自
じ
信
しん
があって、はつらつとしている

３）母
ぼ
語
ご
の慣
かん
用
よう
句
く
を日

に
本
ほん
語
ご
に直
なお
して、意

い
味
み
を比

ひ

較
かく
させてみる

＊日
に
本
ほん
語
ご
では、「鼻

はな
を高

たか
くする」ということばが、

少
すこ
し意

い
味
み
が近
ちか
いようです。

●例
れい
４●

（タイ語
ご

、デンマーク語
ご

）

→耳
みみ
を大
おお
きくする

意
い
味
み
：びっくりするようなことを聞

き
いて、さらに

聞
き
きたがる

今
こん
回
かい
のこのコーナーには、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
セ

ンター、1996年
ねん
度
ど
海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
長
ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
生
せい
の次

つぎ
の方
かたが々た

のご協
きょう
力
りょく
をいただきました。

NGUYEN HIEN, Thinh（ベトナム）、JESPERSEN, Malene

Hovgaard（デンマーク）、RETNO, Mumpuni、TITIEN

WAHYU, Andarwati、SATJADIBRATA, Soeriandi（以
い
上
じょう
、

インドネシア）、KAMONYABUT, Jirawan、PAKSEE,

Sakesit（以
い
上
じょう
、タイ）

今
こん
回
かい
も前

ぜん
回
かい
にひきつづき慣

かん
用
よう
句
く
をとりあげました。皆

みな
さんのクラスでどのように慣

かん

用
よう
句
く
を教

おし
えているか、あるいはこのコーナーで紹

しょう
介
かい
した練

れん
習
しゅう
を実

じっ
際
さい
に使

つか
ってみてどう

だったかなど、感
かん
想
そう
やご意

い
見
けん
をお寄

よ
せください。それでは、また。

このコーナーの担当
たんとう

者
しゃ
：久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ
、八
はっ
田
た
直
なお
美
み
（日

に
本
ほん
語
ご
国際
こくさい

センター専任
せんにん

講
こう
師
し
）
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✰授業のヒント✰
じゅぎょう

『豊
ほう
富
ふ.
な文
ぶん
例
れい
つき　分

ぶん
野
や
別
べつ
・日

に
本
ほん
語
ご
の慣
かん
用
よう
表
ひょう
現
げん
』（1992）

小
お
笠
がさ
原
わら
信
のぶ
之
ゆき
著
ちょ
専
せん
門
もん
教
きょう
育
いく
出
しゅっ
版
ぱん

『すぐに使
つか
える実践

じっせん
日
に
本
ほん
語
ご
シリーズ　おぼえて便

べん
利
り
な

慣
かん
用
よう
句
く
（初

しょ
・中

ちゅう
級
きゅう
）』（1994）田

た
仲
なか
正
まさ
江
え
、間

ま
柄
がら
奈
な
保
お
子
こ
共
きょう

著
ちょ
専門
せん
門

せんもん
教
きょう
育
いく
出
しゅっ
版
ぱん

『まんがで学
がく
習
しゅう
シリーズ　おぼえておきたいきまりこ

とば（慣用
かんよう

句
く
）事

じ
典
てん
』（1992）内

うち
田
だ
玉
たま
男
お
著
ちょ
、村石

むらいし
昭
しょう
三
ぞう

監
かん
修
しゅう
あかね書房

しょぼう
発行
はっこう

『言
い
いたい内容

ないよう
から逆

ぎゃく
引
び
きできる　例解

れいかい
慣用
かんよう

句
く
辞
じ
典
てん
』

（1992）井上
いのうえ

宗
むね
雄
お
監
かん
修
しゅう
創
そう
拓
たく
社
しゃ
発行
はっこう

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
事
じ
典
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■第６回■

談話分析
――ことばはどのように使われているか――

国立国語研究所 日本語教育センター
日本語教育指導普及部長　　　　　　　西原鈴子

このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語の先生方のため

に、日本語学・日本語教育の研究についての情報をおとどけしています。

今回のテーマは談話分析です。

１．談話分析の目的

「談話」は、ことばがコミュニケーションのために使

われるときに作る、文脈を持ったまとまりのことです。

「ディスコース＝Discourse」または「テキスト＝Text」

と呼ばれることもあります。「談話」には、話された談

話と書かれた談話があります。「談話」は、機能・構

造・運用の面でその構成要素である「文」とはちがうの

で、それを明らかにすることが「談話研究」あるいは

「談話分析」と呼ばれる研究の目的です。

研究には大きく二つの傾向があります。一つは、談話

がその構成要素である文や語をどのように組み合わせて

作られるかという、談話の情報構造に注目する流れです。

久野（1978）牧野（1980）はこの流れの研究例です。

もう一つは、人がことばを使ってどのような伝達行動を

行うかという対人関係の言語運用に注目する流れです。

語用論（Pragmatics）の領域に深く関係しています。メ

イ（1996）はそのすぐれた解説例です。

情報構造の側面では、「は」の提題機能、「コソアド」

の指示機能などが研究の対象になります。対人関係の側

面では、発話の対人機能が研究の対象になります。たと

えば「今晩いっしょに食事をしませんか」という文は、

「否定疑問文」ですが、談話の中では「勧誘」という機

能を持っていると考えられます。そのように、言葉がど

のような目的で使われるかを、談話の対人機能として分

析するのです。ただし、研究のこの二つの流れは、はっ

きり分かれているわけではなく、複合的に組み合わせら

れて研究されています。

談話分析では、たとえば、「食事に誘う」という「勧誘

談話」を達成する過程で、どのようなことばが使われる

のかを調べ、複数の文のつながりがどのように展開する

かを記述します。談話のまとまりの中で、どのような

「主題＝Theme」と「叙述＝Rheme」が情報の流れとし

て組み合わされるかを分析することもできます。同時に、

ことばの「くりかえし」「照応＝Anaphora」「省略＝

Ellipsis」「隣接ペア＝Adjacency Pair」「話し手の交替＝

Turn Taking」「ポーズ＝Pause」のような展開の仕組み

に注目することもあります。

ことばを学習する場合、学習者は文の構造だけでなく、

実際の場面や状況の中で文がどのように使われるのか、

つまりその言語の「談話」のしくみ、を習得しなければ

なりません。ですから、言語教育に関わる人々にとって

は、談話分析はことばの実際の使われ方を明らかにする

貴重な資料を提供してくれる研究分野ということができ

ます。

２．談話分析の方法

談話の研究は、書かれた談話も話された談話も、徹底

日本語を�

研究する�



して「なまの資料＝Raw Data」からの帰納的分析方法

をとります。頭の中で考えたことばではなく、実際に使

われたことばを記録し、その中に見いだされる傾向や規

範を見つけだしていくのが談話分析の方法です。特に、

「会話分析」と呼ばれる分野では、可能な限り自然なこ

とばのやりとりを記録してそれを忠実に再現し、その中

にくりかえし表れる方略（Strategy）を発見しようとし

ます。そのためには、ことばのやりとりだけでなく、イ

ントネーション、ポーズ、話し手の交替の順番、話し手

の間のことばの重なり、なども記録することになります。

現在よく研究されているのは、機能によって分類され

た談話です。「依頼＝Request」「拒否＝Refusal」「謝

罪＝Apology」「勧誘＝Invitation」「主張＝Assertion」

などがそれにあたります。また、伝達手段によって分類

された談話も多くの研究の対象になっています。書かれ

た談話では「手紙」「新聞記事」「広告」など、話された

談話では「電話会話」「座談」「物語」などがあります。

日常生活の場面でおこる「教室談話」「買い物行動」「初

対面の会話」などが研究の対象となることもあります。

その他、談話参加者の種類によって「大学の講義」「議

会演説」「母と子の会話」「女性同士の会話」等に分類さ

れる研究もあります。

３．日本語の談話に見られる特徴

書かれた談話、話された談話の分析を通して、日本語

の談話の特徴が次第に明らかになってきました。メイナ

ード（1993）は、日本語会話のあいづちの多さ、終助詞な

ど聞き手めあての表現の多さなどを例として、日本語の

会話は「自己コンテクスト化」しやすいという特徴があ

ると書いています。メイナードによって「自己コンテク

スト化」と名付けられた、話すときに周囲の状況に注意

して自分だけを強く押し出すことを避けるストラテジー

は、Hinds（1976）では日本語会話の衝突を避けようとす

る傾向として分析されています。ザトラウスキー（1993）

は、日本語の電話会話の分析を通じて、話し相手の反応

を予測して対応する「気配り発話」の存在を特定してい

ます。これらの研究は、日本語の談話の特徴を説明する

ために役立つ成果を生みだしているのです。

４．談話構造の「転移」と
日本語教育への課題

以上挙げたような日本語の談話の特徴は、日本語を学

習するときに学習者側の習得上の問題となることがあり

ます。たとえば、日本語で電話しているときに、日本人

から「もしもし、聞いている？」と言われた人は、日本

人のようにひんぱんにあいづちをうたなかったのでしょ

う。そこで、相手の日本人が不安になり、本当に話を聞

いているのか確かめたくなったわけです。この人は英語

の母語話者だったので、日本語で話しているときにも、

英語の会話の中でのあいづちと同じ頻度でしか「はい…

…はい……」と言わなかったのでしょう。このような現

象を、第一言語から学習する対象となる言語への談話パ

ターンの「転移＝Transfer」といいます。

日本語教育に関係する人々は、学習者が無意識のうち

に彼らの第一言語の談話パターンの転移を行ってしまう

ということに気づいて、その問題の解決を考えなければ

ならないと思います。そのために談話分析の成果を大い

に活用することを希望します。

久野　　（1978）『談話の文法』大修

館書店

国立国語研究所（1983）『談話の研究

と教育Ⅰ』大蔵省印刷局

国立国語研究所（1987）『談話行動の

諸相－座談資料の分析－』三省堂

国立国語研究所（1988）『談話の研究

と教育Ⅱ』大蔵省印刷局

ザトラウスキー・ポリー（1993）『日

本語の談話の構造分析－勧誘のスト

ラテジーの考察－』くろしお出版

寺村秀夫他編（1990）『ケーススタデ

ィ 日本語の文章・談話』桜風社

牧野成一（1980）『くりかえしの文法』

大修館書店

水谷信子（1985）『日英比較 話しこ

とばの文法』くろしお出版

メイ・ヤコブ（澤田治美他訳）（1996）

『ことばは世界とどうかかわるか

Pragmatics』ひつじ書房

メイナード・泉子・K（1993）『会話

分析』くろしお出版

Coulthard, Malcom（1977）An Intro-

duction to Discourse Analysis, Longman

de Beaugrande, Robert & Wolfgang

Dressler（1981）Introduction to Text

Linguistics, Longman

Hinds, John（1976）Aspects of Japanese

Discourse Structure, 開拓社
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＊談話分析に関する論文は数多く出版

されていますが、今回は公刊図書の

みを挙げました。
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日 本 人 の 生 活

写 真 で 見 る

運
うん
動
どう
部
ぶ
には、野

や
球
きゅう
、サッカー、バ

スケットボールなどがあります。ふ

つう、運
うん
動
どう
部
ぶ
は文

ぶん
化
か
部
ぶ
より活

かつ
動
どう
する

時
じ
間
かん
が長

なが
いです。とくに大

おお
きな試

し
合
あい

の前
まえ
などは、毎

まい
日
にち
練
れん
習
しゅう
をします。

テニス、サッカー、野
や
球
きゅう
などが人

にん

気
き
があります。写

しゃ
真
しん
の部

ぶ
活
かつ
動
どう
は、女

じょ

子
し
のテニス部

ぶ
です。

日
に
本
ほん
の中

ちゅう
学
がく
生
せい
や高

こう
校
こう
生
せい
は、ふつう、授

じゅ
業
ぎょう
がおわると、そ

うじをします。

そうじをするところは、教
きょう
室
しつ
や、ろうかや、とくべつな

教
きょう
室
しつ
などです。ふつう、5～6人

にん
でグループを作

つく
って、そ

うじをします。

学
がっ
期
き
のおわりには、時

じ
間
かん
をかけてていねいにそうじをし

ます。これを「大
おお
そうじ」と言

い
います。

高校生の放課後 ～学校がおわってから～
■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●

部
ぶ
活
か　つ
動
ど　う

そうじ

中
ちゅう
学
がく
生
せい
や高

こう
校
こう
生
せい
の多

おお
くは、放

ほう
課
か
後
ご

に部
ぶ
活
かつ
動
どう
をします。部

ぶ
活
かつ
動
どう
には、文

ぶん

化
か
部
ぶ
と運
うん
動
どう
部
ぶ
の2つがあります。

文
ぶん
化
か
部
ぶ
には、びじゅつ部

ぶ
、音
おん
楽
がく
部
ぶ
、

えんげき部
ぶ
などがあります。写

しゃ
真
しん
の

部
ぶ
活
かつ
動
どう
は、ブラスバンド部

ぶ
です。

こ　う こ　う せ　い ほ　う か ご が　っ こ　う

文化部
ぶん

か ぶ
うん どう

ぶ運動部



ふえる塾通い

高
こう
校
こう
生
せい
は、放

ほう
課
か
後
ご
、おなかがすくと、よくフ

ァーストフードの店
みせ
に行

い
きます。ファーストフ

ードの店
みせ
は安

やす
いし、たくさんあって、長

なが
くおし

ゃべりができます。ふつう、高
こう
校
こう
生
せい
はハンバー

ガーやフライドチキンの店
みせ
に行

い
きますが、日

に
本
ほん

にはすしやそばのファーストフードもあります。

東
とう
京
きょう
や大

おお
阪
さか
など大

おお
きな都

と
市
し
では、たくさんの子

こ
供
ども
た

ちが放
ほう
課
か
後
ご
に塾

じゅく
にかよっています。塾

じゅく
とは、学

がっ
校
こう
のあ

とに通
かよ
って勉

べん
強
きょう
するところです。勉

べん
強
きょう
の塾

じゅく
のほかに、

英
えい
語
ご
や書
しょ
道
どう
やそろばんの塾

じゅく
もあります。

高
こう
校
こう
生
せい
は、放

ほう
課
か
後
ご
に予

よ
備
び
校
こう
に行

い
く人

ひと
が多

おお
いです。予

よ

備
び
校
こう
は大
だい
学
がく
に入

はい
るために特

とく
別
べつ
な勉

べん
強
きょう
をする塾

じゅく
です。

このコーナーの担当者：荒
あら
川
かわ
洋
よう
平
へい
、小

こ
玉
だま
安
やす
恵
え
（日本語国際センター専任講師）

塾
じゅく
に通

かよ
う中

ちゅう
学
がく
生
せい
、高

こう
校
こう
生
せい
がだんだんふ

えています。1992年
ねん
のアンケートによ

ると、中
ちゅう
学
がく
生
せい
では2

ふ た り
人に1

ひ と り
人、高

こう
校
こう
生
せい
で

は6人
にん
に1

ひとり
人が通

かよ
っています。
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ー ード

じゅく よ び こう

このコーナーでは、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターが発

はっ
行
こう
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
「写
しゃ
真
しん
パネ

ルバンク」シリーズを使
つか
って、初

しょ
等
とう
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
で日

に
本
ほん
語
ご
を教
おし
える先

せん
生
せい
方
がた
がどのように日

に
本
ほん
人
じん
の

生
せい
活
かつ
を紹

しょう
介
かい
できるかを提

てい
案
あん
していきます。また、文

ぶん
型
けい
、単
たん
語
ご
、漢
かん
字
じ
は初
しょ
級
きゅう
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも読

よ
めるよ

うにやさしいものを使
つか
いました。今

こん
回
かい
は、日

に
本
ほん
の高
こう
校
こう
生
せい
が授
じゅ
業
ぎょう
のあとで、どんなことをしている

かを紹
しょう
介
かい
します。

●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■

じゅく がよ



■データ■

z富
とみ
阪
さか
容
よう
子
こ
xアルク（〒168 東

とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ

並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12／TEL:03-3323-1001

FAX:03-3327-5211）c1997 年
ねん
1 月
がつ

v4 - 8 7 2 3 4 - 6 3 5 - 1b1 6 3 ページ

n2,039円
えん

■■■■■

教
きょう
科
か
書
しょ
会
かい
話
わ
からの脱

だっ
出
しゅつ

教
きょう
科
か
書
しょ
の会
かい
話
わ
と実
じっ
際
さい
の日

に
本
ほん
人
じん
の会
かい
話
わ
が

ちがっているために学
がく
習
しゅう
者
しゃ
を混
こん
乱
らん
させる

ことがよくあります。実
じっ
際
さい
は、初

しょ
級
きゅう
レベ

ルの日
に
本
ほん
語
ご
なのに何

なに
かが違

ちが
うために学

がく
習
しゅう

者
しゃ
にはむずかしい、教

きょう
科
か
書
しょ
で習
なら
った日

に
本
ほん

語
ご
と違
ちが
うと感

かん
じさせてしまうことがあり

ます。この教
きょう
科
か
書
しょ
には、教

きょう
科
か
書
しょ
で習
なら
った

日
に
本
ほん
語
ご
と実

じっ
際
さい
の話

はな
し言

こと
葉
ば
の違

ちが
いに戸

と
惑.
まど

わないようにするための会
かい
話
わ
のルールが

整
せい
理
り
されています。日

に
本
ほん
で生

せい
活
かつ
しながら

日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
している人

ひと
はもちろん、海

かい

外
がい
で勉

べん
強
きょう
してこれから日

に
本
ほん
で生

せい
活
かつ
しよう

とする人
ひと
にも役

やく
立
だ
つでしょう。

整
せい
理
り
された会

かい
話
わ
のルール

教
きょう
科
か
書
しょ
は三
みっ
つのパートに分

わ
かれていま

す。PART1 音
おと
の変
へん
化
か
、PART2 会

かい
話
わ
の形
けい

式
しき
、PART3 会

かい
話
わ
の目
もく
的
てき
です。各

かく
PART

の内
ない
容
よう
は右
みぎ
の目
もく
次
じ
を見

み
てください。

まず、その課
か
で勉

べん
強
きょう
することの説

せつ
明
めい

（英
えい
訳
やく
付
つ
き）があり、2～3往

おう
復
ふく
の会
かい
話
わ
例
れい
、

練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
、聞

き
き取

と
り練
れん
習
しゅう
と続
つづ
きます。初

しょ

級
きゅう
終
しゅう
了
りょう
程
てい
度
ど
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも無

む
理
り
なく学

がく
習
しゅう
で

きるように、漢
かん
字
じ
には必

ひつ
要
よう
に応
おう
じてルビ

がふられ、また、会
かい
話
わ
例
れい
や練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
で使
つか

われている語
ご
彙
い
も初
しょ
級
きゅう
終
しゅう
了
りょう
程
てい
度
ど
におさえ

てありますので、会
かい
話
わ
のルールだけに専

せん

念
ねん
して勉

べん
強
きょう
できます。各

かく
課.
か
は2 時

じ
間
かん
ぐ

らいで勉
べん
強
きょう
できるようになっています。

楽
たの
しい聞

き
き取

と
り練
れん
習
しゅう

聞
き
き取

と
り練
れん
習
しゅう
の会
かい
話
わ
はとても工

く
夫
ふう
され

ています。必
ひつ
要
よう
に応
おう
じて効

こう
果
か
音
おん
が入
はい
って

いますし、会
かい
話
わ
を聞

き
き終

お
わったときに思

おも

わず笑
わら
ってしまうような楽

たの
しい会

かい
話
わ
にし

てあります。学
がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
をはっきりさせる

ために多
た
少
しょう
話
はな
し方
かた
に不

ふ
自
し
然
ぜん
さはあります

が、あまり気
き
にならないでしょう。付

ふ
属
ぞく

のテープには、会
かい
話
わ
、その内

ない
容
よう
について

の質
しつ
問
もん
が録
ろく
音
おん
されています。

使
つか
い方
かた
いろいろ

PART1、PART2 は、

もし手
て
に入
はい
るならばビデ

オ（ビデオ教
きょう
材
ざい
だけでな

く、日
に
本
ほん
のテレビドラマ

や映
えい
画
が
など）やまんがを

いっしょに使
つか
うといいで

しょう。音
おと
がどのように

変
へん
化
か
しているか、どんな

助
じょ
詞
し
が話

はな
し言

こと
葉
ば
で省

しょう
略
りゃく
さ

れるかなどのタスクを与
あた

えて練
れん
習
しゅう
することができ

ます。PART3 では、各
かく

課
か
の学
がく
習
しゅう
内
ない
容
よう
に適

てき
した場

ば

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関
かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の

先
せん
生
せい
方
がた
の声
こえ
をよく聞

き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
していきます。紙

し
面
めん
の制
せい
約
やく
上
じょう
、一
いっ
回
かい
に多
おお

くの本
ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか
いやすい教

きょう
材
ざい
」

「授
じゅ
業
ぎょう
や研
けん
究
きゅう
の役
やく
に立

た
つ本
ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

『なめらか日
に
本
ほん
語
ご
会
かい
話
わ
』

❝日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
での会

かい
話
わ
に必

ひつ
要
よう
なルールが学

まな
べる教

きょう
科
か
書
しょ

❞

ほ　ん
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目次

※データ凡
はん
例
れい

z著
ちょ
者
しゃ
x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
v ISBNbページ数

すう
n定

てい
価
か
（税
ぜい
込
こみ
）mその他

た

面
めん
を与
あた
えて、ロールプレイをさせると効

こう

果
か
的
てき
でしょう。また、各

かく
課
か
の練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
は、

語
ご
彙
い
・表

ひょう
現
げん
の復

ふく
習
しゅう
にも使

つか
えますし、宿

しゅく
題
だい

にもできます。必
かなら
ずしも１課

か
から順

じゅん
番
ばん
に

進
すす
める必

ひつ
要
よう
がないので、副

ふく
教
きょう
材
ざい
としての

利
り
用
よう
もいろいろ考えられるでしょう。

し ん か ん きょう ざ い と しょ しょう かい



■データ■

z海
かい
外
がい
技
ぎ
術
じゅつ
者
しゃ
研
けん
修
しゅう
協
きょう
会
かい
xスリーエーネ

ットワーク（〒101 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる

楽
がく
町
ちょう
2-6-3 松

しょう
栄
えい
ビル／ TEL:03-3292-

5751 FAX:03-3292-5754）c1996年
ねん

12 月
がつ
n復

ふく
習
しゅう
ビデオ I、会

かい
話
わ
ビデオ I、II

10,500円
えん
復
ふく
習
しゅう
ビデオII  12,720円

えん

■■■■■

ドラマで復
ふく
習
しゅう
する文

ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い

この教
きょう
材
ざい
は、「新

しん
日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
礎
そ
I、I I」

（各
かく
25課

か
）を九

ここの
つに分

わ
け、それぞれの範

はん

囲
い
内
ない
で学
がく
習
しゅう
した文

ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
、表

ひょう
現
げん
を使
つか
っ

て作
つく
られたドラマをビデオ化

か
したもので

す。一
ひと
つ一
ひと
つのドラマは10 分

ぷん
程
てい
度
ど
のも

ので、内
ない
容
よう
は、次

つぎ
のような構

こう
成
せい
になって

います。

①「いっしょに飲
の
みませんか」（1～7課

か
）

②「あの映
えい
画
が
が見

み
たいです」（8～13課

か
）

③「気
き
をつけてください」（14～19課

か
）

④「傘
かさ
がないと困

こま
るでしょう」（20～25課

か
）

⑤「宝
たから
くじ」（26～30課

か
）

⑥「今
きょ
日
う
から社

しゃ
会
かい
人
じん
」（31～35課

か
）

⑦「冬
ふゆ
美
み
がんばる」（36～40課

か
）

⑧「地
じ
震
しん
」（41～45課

か
）

⑨「秘
ひ
密
みつ
の指
ゆび
輪
わ
」（45～50課

か
）

前
ぜん
半
はん
の①～④は初

しょ
級
きゅう
レベルで、ある会

かい

社
しゃ
に勤
つと
める4 人

にん
の20 代

だい
の男
だん
女
じょ
の日
にち
常
じょう
生
せい

活
かつ
を描
えが
いています。後

こう
半
はん
の⑤～⑨は初

しょ
中
ちゅう

級
きゅう
レベルで、祖

そ
父
ふ
、両

りょう
親
しん
、20 代

だい
の子

こ
供
ども

2
ふたり
人の、ある5 人

にん
家
か
族
ぞく
にふりかかるいろ

いろな事
じ
件
けん
をコミカルに描

えが
いています。

使
つか
われている文

ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
が限
かぎ
られている

ため、特
とく
に前
ぜん
半
はん
の4 話

わ
は、会

かい
話
わ
の運
はこ
び方
かた

や話
はな
すスピード、人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
による言

こと
葉
ば
の

使
つか
い分

わ
けなどに不

ふ
自
し
然
ぜん
さやぎこちなさが

見
み
られます。しかし、文

ぶん
型
けい
積
つ
み上

あ
げ方
ほう
式
しき

で日
に
本
ほん
語
ご
を学
がく
習
しゅう
している初

しょ
級
きゅう
レベルの学

がく

習
しゅう
者
しゃ
が、自

じ
分
ぶん
たちが今

いま
までに勉

べん
強
きょう
してき

た文
ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
、表

ひょう
現
げん
をどのように使

つか
った

ら、現
げん
実
じつ
の場

ば
面
めん
でコミュニケーションで

きるのかを確
たし
かめるのに役

やく
に立

た
ちます。

ドラマのいろいろな使
つか
い方
かた

ビデオ教
きょう
材
ざい
は、少

しょう
々
しょう
わからない言

こと
葉
ば
や

表
ひょう
現
げん
があっても、映

えい
像
ぞう
を追

お
うことによっ

て内
ない
容
よう
を推
すい
測
そく
し、理

り
解
かい
することができる

という利
り
点
てん
をもっています。ですから、

教
きょう
師
し
が工

く
夫
ふう
すれば、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルに合

あ

わせていろいろな使
つか
い方
かた
を考

かんが
えることが

できます。たとえば、ビデオ

を見
み
た後
あと
で、ドラマの内

ない
容
よう
を

簡
かん
単
たん
な日

に
本
ほん
語
ご
で説

せつ
明
めい
させた

り、途
と
中
ちゅう
でビデオを止

と
めて話

はなし

の続
つづ
きを想

そう
像
ぞう
させたり、音

おと
を

消
け
して会

かい
話
わ
文
ぶん
を作

つく
らせたり、

あるいは同
おな
じような場

ば
面
めん
での

ドラマを学
がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん
に作
つく
らせ、

クラスで発
はっ
表
ぴょう
させたりするこ

ともできます。

ドラマから日
に
本
ほん
人
じん
の

生
せい
活
かつ
を学

まな
ぶ

後
こう
半
はん
の 5 つのドラマは、

会
かい
話
わ
の進
すす
め方
かた
や言
こと
葉
ば
の使
つか
い方
かた

が自
し
然
ぜん
な日

に
本
ほん
語
ご
に近
ちか
く、また

トピックも上
うえ
に挙

あ
げたように

現
げん
代
だい
の日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
や考

かんが
え方

かた

を知
し
る上
うえ
でヒントになりそう

なものが選
えら
ばれています。で

すから、初
しょ
中
ちゅう
級
きゅう
レベルの簡

かん
単
たん

な日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
の授
じゅ
業
ぎょう
にも利

り
用
よう
す

ることができます。たとえば、

第
だい
6 話

わ
「今

きょう
日から社

しゃ
会
かい
人
じん
」

は、大
だい
学
がく
を卒
そつ
業
ぎょう
して会

かい
社
しゃ
に入
はい

ったばかりの新
しん
入
にゅう
社
しゃ
員
いん
がどの

ような研
けん
修
しゅう
を受

う
け、どのよう

に仕
し
事
ごと
をしていくかを簡

かん
単
たん
に

紹
しょう
介
かい
しています。このビデオ

をもとにして『働
はたら
きすぎ』と

❝文
ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
の使
つか
い方
かた
を学
まな
ぶ初
しょ
級
きゅう
ビデオ教

きょう
材
ざい

❞

言
い
われる日

に
本
ほん
人
じん
の仕

し
事
ごと
の仕

し
方
かた
について考

かんが

え、話
はな
し合

あ
うことができるでしょう。他

ほか

に第
だい
5 話

わ
「宝

たから
くじ」や第

だい
8 話

わ
「地

じ
震
しん
」な

ども現
げん
代
だい
の日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
を考

かんが
える上

うえ
で

おもしろいヒントを与
あた
えてくれます。

最
さい
後
ご
に、この教

きょう
材
ざい
とは別

べつ
に、同

おな
じ「新

しん

日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
礎
そ
I、I I」の各

かく
課
か
の「会

かい
話
わ
」を

そのままビデオ化
か
した「会

かい
話
わ
ビデオ」も

発
はつ
売
ばい
されていますので、いっしょに紹

しょう
介
かい

しておきます。

『新
しん
日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
礎
そ
復
ふく
習
しゅう
ビデオ』

新入社員の研修は厳しい……（第６話「今日から社会人」より）

地震はいつ起こるかわからない……（第８話「地震」より）

人と人がぶつかって……（第３話「気をつけてください」より）

■pp.18～21は、以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

前
まえ
田
だ
網
つな
紀
き
、坪
つぼ
山
やま
由
ゆ
美
み
子
こ
、百
もも
瀬
せ
侑
ゆう
子
こ
、木

き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
、木

き
谷
たに
直
なお
之
ゆき
、小

こ
坂
さか
昌
まさ
子
こ
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■データ■

z福
ふく
岡
おか
日
に
本
ほん
語
ご
センター「日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
」プ

ロジェクトxスリーエーネットワーク

（〒101 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3 松

しょう

栄
えい
ビル／TEL:03-3292-5751 FAX:03-

3292-5754）c1997年
ねん
4月
がつ
v4-88319

-081-1b72ページn 1,050円
えん

■■■■■

この本
ほん
は、現

げん
代
だい
の日

に
本
ほん
の習

しゅう
慣
かん
、社
しゃ
会
かい
的
てき

常
じょう
識
しき
、日

に
本
ほん
人
じん
の考

かんが
え方
かた
などについて基

き
本
ほん

的
てき
な知

ち
識
しき
を身

み
に付

つ
けることができる本

ほん
で

す。この本
ほん
が考

かんが
えている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、日

に
本
ほん

で日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
する人

ひと
ですが、海

かい
外
がい
で日

に

本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
する人

ひと
たちも使

つか
えます。初

しょ
級
きゅう

のレベルに合
あ
わせて字

じ
を少
すく
なくし、絵

え
や

白
しろ
黒
くろ
写
しゃ
真
しん
、統

とう
計
けい
資
し
料
りょう
で、現

げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい

について様
さま
々
ざま
な情

じょう
報
ほう
を示
しめ
しています。漢

かん

字
じ
には全

すべ
てふりがながついています。

構
こう
成
せい
は、大

おお
きく三

みっ
つの部

ぶ
分
ぶん
に分

わ
かれま

す。第
だい
1部

ぶ
は生
せい
活
かつ
編
へん
で11章

しょう
、第
だい
2部

ぶ
は地

ち

理
り
編
へん
5章

しょう
、第
だい
3部

ぶ
は社
しゃ
会
かい
編
へん
の11章

しょう
ででき

ています。各
かく
章
しょう
には「知

し
っていますか」

「考
かんが
えましょう」「書

か
きましょう」のうち、

どれか一
ひと
つのタスク（課

か
題
だい
）があります。

一
いち
部
ぶ
のタスクの答

こたえ
は巻

かん
末
まつ
に出

で
ています。

このタスクの名
な
前
まえ
が示

しめ
すよう

に、この本
ほん
は学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
につ

いて、自
じ
分
ぶん
で考

かんが
え、その考

かんが
えを

日
に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう
現
げん
すること（話

はな
した

り、書
か
いたりすること）を求

もと
め

ています。

各
かく
章
しょう
のテーマに沿

そ
ったキーワ

ードがページの下
した
の方
ほう
にまとめ

られています。そして巻
かん
末
まつ
には

キーワードの索
さく
引
いん
もあります。

第
だい
1 部

ぶ
から第

だい
3 部

ぶ
へ進
すす
むにした

がって、語
ご
彙
い
や文
ぶん
型
けい
が難

むずか
しくな

ります。しかし各
かく
章
しょう
の内
ない
容
よう
は独
どく

■データ■

z日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

誤
ご
用
よう
例
れい
研
けん
究
きゅう
会
かい
xアルク

（〒168 東
とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ
並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12 ／

TEL:03-3323-1001 FAX:3327-5211）

c1997年
ねん
2月
がつ
v4-87234-653-X

b231ページn 2,243円
えん

■■■■■

日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
の段

だん
階
かい
が少

すこ
し進

すす
んだと

き、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がよくする質

しつ
問
もん
の一
ひと
つに、意

い

味
み
や使
つか
い方
かた
がよく似

に
ていることばの使

つか
い

分
わ
けに関

かん
するものがあります。本

ほん
書
しょ
では、

このようなことばを類
るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
と呼

よ
び、類

るい

似
じ
表
ひょう
現
げん
を教
おし
える際

さい
に必
ひつ
要
よう
なことばの知

ち
識
しき

と指
し
導
どう
上
じょう
のポイントを項

こう
目
もく
ごとに簡

かん
潔
けつ
に

まとめています。

取
と
りあげられている項

こう
目
もく
は、「うっか

り」「つい」「思
おも
わず」、「すむ」「くらす」、

「気
き
持
も
ち」「気

き
分
ぶん
」「機

き
嫌
げん
」、「～ず」「～ず

に」「～なくて」「～ないで」など、品
ひん
詞
し

はさまざまですが、どれも学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の疑

ぎ
問
もん

に対
たい
して明

めい
確
かく
に答
こた
えることが難

むずか
しいもの

ばかりです。各
かく
項
こう
は、「問

もん
題
だい
点
てん
」「意

い
味
み
・

用
よう
法
ほう
」「まとめ」「指

し
導
どう
上
じょう
のポイント」か

ら構
こう
成
せい
されています。イラストをつけて

わかりやすくしているものもあります。

巻
かん
末
まつ
には、例

れい
文
ぶん
の適

てき
否
ひ
の判

はん
定
てい
の根

こん
拠
きょ
にな

ったアンケート調
ちょう
査
さ
の方
ほう
法
ほう
とその結

けっ
果
か
の

一
いち
部
ぶ
が収

しゅう
録
ろく
されています。

本
ほん
書
しょ
の特

とく
徴
ちょう
は学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
に合

あ
わ

せた例
れい
文
ぶん
の与
あた
え方
かた
や指

し
導
どう
のポイントが示

しめ

されている点
てん
です。具

ぐ
体
たい
的
てき
な教

きょう
室
しつ
での指

し

導
どう
法
ほう
や何
なに
をどこまで提

てい
示
じ
するかに関

かん
して

は教
きょう
師
し
ひとりひとりが考

かんが
えなければなり

ませんが、それらを決
き
めるために「意

い

味
み
・用
よう
法
ほう
」「まとめ」「指

し
導
どう
上
じょう
のポイント」

は役
やく
に立

た
ちます。また、ここで取

と
りあげ

られていないことばについて指
し
導
どう
する場

ば

合
あい
にも、意

い
味
み
や用
よう
法
ほう
の整
せい
理
り
のし方

かた
や指

し
導
どう

『類
るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
の使

つか
い分

わ
けと指

し
導
どう
法
ほう
』

❝類
るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
の違
ちが
いをわかりやすく教

おし
えるための参

さん
考
こう
書
しょ

❞

❝現
げん
代
だい
日
に
本
ほん
のようすについて学

まな
ぶ教

きょう
科
か
書
しょ

❞

法
ほう
について本

ほん
書
しょ
からヒントが得

え
られるで

しょう。

立
りつ
していますから、テーマを選

えら
んで勉

べん
強
きょう

したり教
おし
えたりすることができます。

この本
ほん
には教

きょう
師
し
用
よう
指
し
導
どう
書
しょ
もついていま

す。こちらには、各
かく
章
しょう
ごとに「学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
」

と「授
じゅ
業
ぎょう
で準

じゅん
備
び
するもの」、テーマに沿

そ

った説
せつ
明
めい
が書

か
かれていますが、漢

かん
字
じ
にふ

りがなはありません。

『話
はな
そう考

かんが
えよう　初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
』

p.28
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上
じょう
級
きゅう
以
い
上
じょう
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
が必
ひつ
要
よう
でしょう。

この辞
じ
典
てん
の構
こう
成
せい
は次
つぎ
のようになってい

ます。まず文
ぶん
法
ぽう
的
てき
観
かん
点
てん
から誤

ご
用
よう
を８分

ぶん
野
や

に分
ぶん
類
るい
しています。８分

ぶん
野
や
とは、ムード、

テンス・アスペクト、自
じ
動
どう
詞
し
・他

た
動
どう
詞
し
・

ヴォイス、やりもらい、取
と
り立

た
て助

じょ
詞
し
、

格
かく
助
じょ
詞
し
・連

れん
体
たい
助
じょ
詞
し
・複

ふく
合
ごう

助
じょ
詞
し
、連

れん
用
よう
修
しゅう
飾
しょく
・連

れん
体
たい
修
しゅう

飾
しょく
、従

じゅう
属
ぞく
節
せつ
です。これら

がさらに、下
か
位
い
の86 項

こう

目
もく
に分

わ
けられます。たと

えば、ムードには「らし

い」「ようだ」など 20

項
こう
目
もく
があります。従

じゅう
属
ぞく
節
せつ

には、条
じょう
件
けん
節
せつ
の「たら」

「ば」「と」「なら」など

があります。どれも日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
でよく取

と
り上

あ
げら

れる問
もん
題
だい
です。

各
かく
項
こう
目
もく
は、まず意

い
味
み
・機

き
能
のう
の説

せつ
明
めい
と例

れい

文
ぶん
が提
てい
示
じ
され、次

つぎ
に以

い
下
か
の４要

よう
素
そ
が述

の
べ

られています。①誤
ご
用
よう
関
かん
連
れん
項
こう
目
もく
図
ず
、②誤

ご

用
よう
例
れい
文
ぶん
、③誤

ご
用
よう
の傾

けい
向
こう
、④指

し
導
どう
のポイン

ト。①は、誤
ご
用
よう
項
こう
目
もく
が関

かん
連
れん
する項

こう
目
もく
を網

もう

羅
ら
的
てき
に図

ず
示
し
しています。②は、誤

ご
用
よう
例
れい
文
ぶん

で、６種
しゅ
類
るい
に下

か
位
い
分
ぶん

類
るい
されます。例

れい
文
ぶん
は、

約
やく
千
せん
です。これらは

実
じっ
際
さい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の作

さく
文
ぶん

からとられ、レベル

は初
しょ
中
ちゅう
級
きゅう
です。各

かく
例
れい

文
ぶん
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の国

こく
名
めい
と

学
がく
習
しゅう
年
ねん
数
すう
が付

つ
いてい

ます。③は、誤
ご
用
よう
の

傾
けい
向
こう
と原

げん
因
いん
を説

せつ
明
めい
し

ています。④は指
し
導
どう

に役
やく
立
だ
つ点

てん
を簡

かん
潔
けつ
に

述
の
べています。
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ある言
げん
語
ご
を学
がく
習
しゅう
するときに、誤

ご
用
よう
は避

さ

けられません。それを前
ぜん
提
てい
として、問

もん
題
だい

が２点
てん
あります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の立

たち
場
ば
からは、

ある表
ひょう
現
げん
が誤

ご
用
よう
かどうかということで

す。教
きょう
師
し
の立
たち
場
ば
からは、誤

ご
用
よう
があった場

ば

合
あい
、それをどう指

し
導
どう
するかということで

す。普
ふ
通
つう
の辞

じ
典
てん
では、正

ただ
しい表

ひょう
現
げん
は書

か
か

れていますが、誤
ご
用
よう
は書

か
かれていません。

また、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
をどう指

し
導
どう
するかについて

も書
か
かれていません。しかし、この辞

じ
典
てん

にはどちらも書
か
かれています。

この辞
じ
典
てん
の日

に
本
ほん
語
ご
を理

り
解
かい
するためには、
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書
しょ
名
めい
からもわかるように、この本

ほん
は、

レポート・論
ろん
文
ぶん
の書

か
き方
かた
を実
じっ
際
さい
に練
れん
習
しゅう
す

るための本
ほん
です。

日
に
本
ほん
人
じん
大
だい
学
がく
生
せい
や日

に
本
ほん
で学
まな
ぶ留

りゅう
学
がく
生
せい
を対
たい

象
しょう
にして作

さく
成
せい
されたものですが、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

の日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
や目
もく
標
ひょう
を考

かんが
えて教

きょう
師
し
が内
ない
容
よう
を

取
しゅ
捨
しゃ
選
せん
択
たく
したり、口

こう
頭
とう
での説

せつ
明
めい
を詳
くわ
しく

すれば、海
かい
外
がい
の大
だい
学
がく
や大
だい
学
がく
院
いん
でも使

つか
うこ

とができます。

全
ぜん
体
たい
の構
こう
成
せい
は次
つぎ
のとおりです。

▼基
き
礎
そ
編
へん

「よく使
つか
われる文

ぶん
の形

かたち
」「よく使

つか
われ

る語
ご
と表

ひょう
現
げん
」「引

いん
用
よう
」「句

く
読
とう
点
てん
」「表

ひょう
記
き
規
き

則
そく
」「まとめと練

れん
習
しゅう
」から成

な
り、論

ろん
文
ぶん
を

書
か
くために必

ひつ
要
よう
な基

き
本
ほん
的
てき
なルールについ

て説
せつ
明
めい
と練
れん
習
しゅう
があります。

▼論
ろん
文
ぶん
編
へん

論
ろん
文
ぶん
の基

き
本
ほん
的
てき
な構
こう
成
せい
であ

る「序
じょ
論
ろん
」「本

ほん
論
ろん
」「結

むす
び」

について、その役
やく
割
わり
、書

か
き

方
かた
の説

せつ
明
めい
などがあります。

また、「日
に
本
ほん
は豊

ゆた
かか」と

いうテーマで論
ろん
文
ぶん
を書

か
くと

いう課
か
題
だい
が出

だ
され、実

じっ
際
さい
に

論
ろん
文
ぶん
の書

か
き方
かた
が練
れん
習
しゅう
できる

ようになっています。

▼資
し
料
りょう
編
へん

『日
に
本
ほん
語
ご
誤
ご
用
よう
例
れい
文
ぶん
小
しょう
辞
じ
典
てん
』

❝指
し
導
どう
を視

し
野
や
に入

い
れ誤

ご
用
よう
を分
ぶん
類
るい
整
せい
理
り
した辞

じ
典
てん

❞

『大
だい
学
がく
生
せい
と留

りゅう
学
がく
生
せい
のための論

ろん
文
ぶん
ワークブック』

❝日
に
本
ほん
語
ご
でレポート・論

ろん
文
ぶん
を書

か
く人

ひと
のためのワークブック ❞

付
ふ
属
ぞく
要
よう
素
そ
（表

ひょう
題
だい
、要
よう
旨
し
、キーワード、目

もく

次
じ
、付

ふ
記
き
、注

ちゅう
、参

さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
、付

ふ
録
ろく
）の書

か
き

方
かた
について、説

せつ
明
めい
と練
れん
習
しゅう
があります。

練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
の解

かい
答
とう
をまとめた別

べっ
冊
さつ
の「解

かい

答
とう
編
へん
」がついていて、独

どく
習
しゅう
用
よう
としても使

つか

えるようになっていますが、問
もん
題
だい
によっ

ては解
かい
答
とう
例
れい
がないものもあるので、海

かい
外
がい

の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が独

どく
習
しゅう
用
よう
とし

て使
つか
うのには限

げん
界
かい
があ

るようです。

なお、この本
ほん
を終

お
わ

りまで学
がく
習
しゅう
するために

は、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は上

じょう
級
きゅう
レベ

ルの日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を必

ひつ
要
よう
と

しますが、教
きょう
師
し
が「基

き

礎
そ
編
へん
」の部

ぶ
分
ぶん
を用

もち
いて

工
く
夫
ふう
して教

おし
えれば、中

ちゅう

級
きゅう
レベルの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を対

たい

象
しょう
にしても使

つか
えます。

p.62

論
ろん
文
ぶん
でよく使

つか
われる表

ひょう
現
げん
、

論
ろん
理
り
の展
てん
開
かい
の方
ほう
法
ほう
、論
ろん
文
ぶん
の



このコーナーでは、海
かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えるときに、教

きょう
師
し
が直

ちょく
面
めん
すると思

おも
われる問

もん
題
だい
をとりあ

げ、質
しつ
問
もん
に答
こた
える形

かたち
で、読

どく
者
しゃ
のみなさんの参

さん
考
こう
になる情

じょう
報
ほう
を提
てい
供
きょう
していきます。

A 日
に
本
ほん
語
ご
がその学

がっ
校
こう
の外

がい
国
こく
語
ご
必
ひっ
修
しゅう
科
か
目
もく
なので学

がく

習
しゅう
しなければならない中

ちゅう
学
がく
生
せい
・高

こう
校
こう
生
せい
の場

ば
合
あい

はもちろんのこと、自
じ
分
ぶん
が勉

べん
強
きょう
したいと思

おも
って始

はじ
めた大

だい

学
がく
生
せい
や社

しゃ
会
かい
人
じん
でさえ、途

と
中
ちゅう
で日

に
本
ほん
語
ご
の勉

べん
強
きょう
がいやになる

ことがあります。それには色
いろい々ろ

な原
げん
因
いん
や理

り
由
ゆう
があるのだ

と思
おも
います。

たとえば、日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターで研

けん
修
しゅう
を受

う
けている海

かい

外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
（日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としないノンネイティブ教

きょう

師
し
）は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の日

に
本
ほん
語
ご
への興

きょう
味
み
・関

かん
心
しん
について、次

つぎ
の

ような問
もん
題
だい
をあげています。

▽「学
がく
生
せい
は日

に
本
ほん
語
ご
が難

むずか
しいために好

す
きにならない」

（タイ・大
だい
学
がく
教
きょう
師
し
）

▽「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み
を保
たも
ち続
つづ
けさせることが難

むずか
しい」

（フィリピン・市
し
民
みん
講
こう
座
ざ
教
きょう
師
し
）

▽「学
がく
生
せい
はいったん日

に
本
ほん
語
ご
が難

むずか
しいと思

おも
ってしまうと

勉
べん
強
きょう
しなくなり、上

じょう
達
たつ
しない」

（ニュージーランド・高
こう
校
こう
教
きょう
師
し
）

▽「漢
かん
字
じ
が難

むずか
しいと感

かん
じて日

に
本
ほん
語
ご
に対

たい
する興

きょう
味
み
をなく

す学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がいる」 （インド・市

し
民
みん
講
こう
座
ざ
教
きょう
師
し
）

▽「日
に
本
ほん
語
ご
が大

だい
学
がく
入
にゅう
試
し
科
か
目
もく
から除

じょ
外
がい
され、生

せい
徒
と
たちの

関
かん
心
しん
が薄
うす
い」 （韓

かん
国
こく
・高
こう
校
こう
教
きょう
師
し
）

まとめてみると、「日
に
本
ほん
語
ご
は難難

むずか
しくて大

たい
変
へん
だ」「授

じゅ
業
ぎょう
に

興
きょう
味
み
が持

も
てない」「日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の目

もく
的
てき
がわからない」な

どと感
かん
じた学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、日

に
本
ほん
語
ご
の勉

べん
強
きょう
に興

きょう
味
み
を失

うしな
うのだと

言
い
えそうです。

では、日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
に興

きょう
味
み
を持

も
ち続

つづ
けさせるために、

どのような努
ど
力
りょく
をすればいいのでしょうか。教

きょう
師
し
が現

げん
場
ば

でできるいくつかの方
ほう
法
ほう
を考

かんが
えてみたいと思

おも
います。問

もん

題
だい
は学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の年

ねん
齢
れい
や学

がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
によって異

こと
なる場

ば
合
あい
があり

ますが、ここでは共
きょう
通
つう
する点

てん
について取

と
りあげます。

◆学
がく
習
しゅう
の目
もく
的
てき
・目
もく
標
ひょう
を明
めい
確
かく
にする

それぞれのコースでの日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の目

もく
的
てき
を学

がっ
期
き
のはじ

めに話
はな
しておくことが必

ひつ
要
よう
です。

また、コース全
ぜん
体
たい
の予

よ
定
てい
を知

し
らせて、コースの終

お
わり

には日
に
本
ほん
語
ご
でどのようなことができるようになるのか説

せつ

明
めい
しましょう。同

どう
時
じ
に、各

かく
授
じゅ
業
ぎょう
時
じ
間
かん
のはじめには、その

日
ひ
の授

じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
をはっきりと言

い
います。たとえば、「今

きょう
日

の授
じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
は、自

じ
分
ぶん
の趣

しゅ
味
み
について説

せつ
明
めい
できるように

なることです」と言
い
ってから、必

ひつ
要
よう
な語

ご
彙
い
、文

ぶん
型
けい
、表

ひょう
現
げん

などを導
どう
入
にゅう
し、練

れん
習
しゅう
をします。

◆日
に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションができるようになる

授
じゅ
業
ぎょう
を計
けい
画
かく
してみる

日
に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションができるようになったと

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に実

じっ
感
かん
させるような授

じゅ
業
ぎょう
を計

けい
画
かく
することも大

たい
切
せつ
で

す。たとえば、実
じっ
際
さい
に会

かい
話
わ
ができるようになったり、手

て

紙
がみ
のやりとりができるようになったりすることです。特

とく

に、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって外

がい
国
こく
語
ご
で自

じ
己
こ
表
ひょう
現
げん
ができるようにな

ること（話
はな
せる・書

か
ける）は、「もっと勉

べん
強
きょう
したい」と

いう気
き
持
も
ちを強

つよ
めることになります。それには、学

がっ
期
き
の

はじめにシラバス（学
がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
）を決

き
めるとき、コミュニ

ケーションを実
じつ
現
げん
できるようにするシラバスを作

つく
ること

海外日本語教育Q & A

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
にあまり熱

ねっ
心
しん
ではない場

ば
合
あい
、教

きょう
師
し
はどの

ようなことに注
ちゅう
意
い
をして授

じゅ
業
ぎょう
の工

く
夫
ふう
をすればいいでしょうか。

かい がい に ほん ご きょういく

Q



が必
ひつ
要
よう
になります。

文
ぶん
法
ぽう
・文

ぶん
型
けい
中
ちゅう
心
しん
のシラバスの教

きょう
科
か
書
しょ
を使

つか
っている場

ば
合
あい

は、少
すこ
し工

く
夫
ふう
が必

ひつ
要
よう
です。実

じっ
際
さい
場
ば
面
めん
での会

かい
話
わ
ができるよ

うになるためには、各
かく
課
か
に出

で
てくる語

ご
彙
い
・文

ぶん
型
けい
のほかに

必
ひつ
要
よう
な表

ひょう
現
げん
などを足

た
さなければならないことがあるから

です。また、その時
じ
間
かん
の目

もく
標
ひょう
も「『～は～が好

す
きです』

という文
ぶん
型
けい
がわかる」というように文

ぶん
型
けい
を示

しめ
すのではな

く、「自
じ
分
ぶん
の好

す
きなこと・好

す
きな物

もの
について説

せつ
明
めい
できた

り、友
とも
達
だち
の好

す
きなこと・好

す
きな物

もの
について質

しつ
問
もん
できる」

というように文
ぶん
型
けい
や表

ひょう
現
げん
を使

つか
って実

じっ
際
さい
にできることを目

もく

標
ひょう
とします。

「日
に
本
ほん
人
じん
の友

とも
達
だち
を食

しょく
事
じ
に誘

さそ
う」「日

に
本
ほん
人
じん
の友

とも
達
だち
に年

ねん
賀
が

状
じょう
を書

か
く」などのように、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が実

じっ
際
さい
に日

に
本
ほん
語
ご
を使

し
用
よう

する場
ば
面
めん
を考

かんが
えて、目

もく
標
ひょう
を設

せっ
定
てい
することによって学

がく
習
しゅう
者
しゃ

の興
きょう
味
み
を増

ま
すことができるでしょう。

◆授
じゅ
業
ぎょう
に変
へん
化
か
を持

も
たせる

教
きょう
師
し
の説

せつ
明
めい
を一
いっ
方
ぽう
的
てき
に聞

き
くような受

う
け身

み
の授
じゅ
業
ぎょう
では、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう
味
み
は続
つづ
きません。１回

かい
の授
じゅ
業
ぎょう
の中
なか
にいろいろ

な教
きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
を入

い
れて、授

じゅ
業
ぎょう
に変

へん
化
か
をつければ、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

興
きょう
味
み
を保
たも
つことができます。教

きょう
科
か
書
しょ
のひとつの課

か
を教
おし
え

るときには次
つぎ
のような授

じゅ
業
ぎょう
の流
なが
れがあります。

導
どう
入
にゅう
（新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を示
しめ
す）⇒基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
（正

せい
確
かく
に覚
おぼ

えるためのある程
てい
度
ど
機
き
械
かい
的
てき
な形

かたち
の練
れん
習
しゅう
）⇒応

おう
用
よう
練
れん
習
しゅう

（実
じっ
際
さい
に使

つか
えるようになるための練

れん
習
しゅう
）

また、新
あたら
しい語

ご
彙
い
を覚
おぼ
えるための練

れん
習
しゅう
用
よう
ゲームにもい

ろいろあります。文
も
字
じ
カードと絵

え
カードを合

あ
わせるゲー

ム、ビンゴ、クロスワードパズルなどです。学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の興

きょう

味
み
に合

あ
わせて工

く
夫
ふう
してみてください。

◆学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高
たか
める副

ふく
教
きょう
材
ざい
・生
なま
教
きょう
材
ざい
を使
つか
う

教
きょう
科
か
書
しょ
を使

つか
うだけではなく、教

きょう
材
ざい
に変

へん
化
か
をつけること

も学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高

たか
める方

ほう
法
ほう
です。副

ふく
教
きょう
材
ざい
としては、実

じつ
物
ぶつ
、

絵
え
、写

しゃ
真
しん
、地

ち
図
ず
、漫

まん
画
が
、ビデオ、会

かい
話
わ
や歌

うた
のテープなど

いろいろあります。日
に
本
ほん
からの資

し
料
りょう
が手

て
に入

はい
らない場

ば
合
あい

は、自
じ
分
ぶん
の国

くに
で出

しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
関
かん
係
けい
の資

し
料
りょう
や雑

ざっ
誌
し
の写

しゃ
真
しん

なども教
きょう
材
ざい
になるでしょう。

ときには、自
し
然
ぜん
な生

なま
の日

に
本
ほん
語
ご
（新

しん
聞
ぶん
の記

き
事
じ
・広

こう
告
こく
、日

に

本
ほん
のテレビ放

ほう
送
そう
の録

ろく
画
が
など）に触

ふ
れる機

き
会
かい
を持

も
つことは、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の好

こう
奇
き
心
しん
を強

つよ
める上

うえ
で効

こう
果
か
的
てき
でしょう。また、近

ちか

くに日
に
本
ほん
人
じん
がいれば、教

きょう
室
しつ
に呼

よ
んで学

がく
習
しゅう
者
しゃ
と話

はな
す機

き
会
かい
を

作
つく
ることもいいでしょう。

◆明
あか
るく協

きょう
力
りょく
的
てき
なクラスの雰

ふん
囲
い
気
き
を作
つく
る

ことばを学
がく
習
しゅう
するときに、不

ふ
安
あん
や緊

きん
張
ちょう
が強

つよ
いと、学

がく
習
しゅう

の効
こう
果
か
があがりません。協

きょう
力
りょく
的
てき
な明

あか
るい雰

ふん
囲
い
気
き
のクラス

を作
つく
ることが必

ひつ
要
よう
です。そのためには、教

きょう
師
し
はリラック

スし、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
を緊

きん
張
ちょう
させないようにしましょう。また、

グループ活
かつ
動
どう
を取

と
り入

い
れ、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
のコミュニケーシ

ョンをはかるようにしましょう。

また、教
きょう
室
しつ
の雰
ふん
囲
い
気
き
作
づく
りのために、いすや机

つくえ
の並
なら
べ方
かた
、

教
きょう
室
しつ
の飾
かざ
りつけなども工

く
夫
ふう
してみてください。

◆学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高
たか
めるような評

ひょう
価
か
をする

積
せっ
極
きょく
的
てき
に話

はな
そうという学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を増

ふ
やすためには、学

がく
習
しゅう

者
しゃ
の発

はつ
言
げん
の誤

あやま
りを直

なお
すときにも注

ちゅう
意
い
が必

ひつ
要
よう
です。まず、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の「よくできている」点

てん
を評

ひょう
価
か
しましょう。会

かい
話
わ

の授
じゅ
業
ぎょう
などでは誤

あやま
りを直

なお
しすぎると、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は発

はつ
言
げん
する

ことを恐
おそ
れるようになってしまいます。また、誤

あやま
りを訂

てい

正
せい
すること以

い
上
じょう
に大

たい
切
せつ
なのは、なぜ間

ま
違
ちが
ったかその原

げん
因
いん

を分
ぶん
析
せき
してみることです。特

とく
に、大

おお
勢
ぜい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が間

ま
違
ちが
え

た場
ば
合
あい
は、教

きょう
師
し
がそれらの間

ま
違
ちが
いを整

せい
理
り
して、わかりや

すくフィードバックしましょう。

誌
し
面
めん
の都

つ
合
ごう
で、ひとつひとつの項

こう
目
もく
について詳

くわ
しく説

せつ

明
めい
することができませんでしたが、別

べつ
の機

き
会
かい
に、具

ぐ
体
たい
的
てき

な例
れい
を紹

しょう
介
かい
していきたいと思

おも
います。

担
たん
当
とう
：百
もも
瀬
せ
侑
ゆう
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

日
に
本
ほん
語
ご
の時

じ
間
かん
にペアワークをする学

がく
生
せい
たち（タイの高

こう
等
とう
学
がっ
校
こう
で）
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ドイツ・バイエルン州で、ギムナジウ

ム（日本の中学・高等学校にあたる）教

職員のための初めての日本語科目教員国

家試験が行われました。

その結果、唯一の受験者であったウー

テ・ロードラー女史が合格し、1997年

5月にドイツで最初の国家資格を取得し

た日本語教師が誕生しました。

バイエルン州のギムナジウムにおける

日本語教育は25年にわたって行われ、

ドイツで最も長い伝統を有しています。

本年は4つのギムナジウムで日本語授業

が行われている他、来年はさらにもう一

校が加わる予定です。

日本語国際センターが編集・発行して

いる日本語教育論集「世界の日本語教育」

の第 7 号が発刊されました。この論集

は、世界各国で行われている日本語教育

日本語教育論集「世界の日本語教育」

第7号発刊

ドイツで最初の国家資格を取得した

日本語教師誕生

や日本語研究分野の

研究成果を紹介する

ために毎年発行して

いるものです。第7

号では、各国から投

稿された論文81編

の中から選ばれた

17編が掲載されています。

なお、本論集は国内外の主要な日本語

教育機関に寄贈されるほか、市販もして

おりますのでご利用ください。(定価

2,200円)

市販についての問い合わせ先 :

株式会社　凡人社

〒102 東京都千代田区平河町1-3-13

菱進平河町ビル8階

TEL 03-3263-3959   FAX 03-3263-

3116

『関西の日本語教室ダイレクトリー』

関西国際交流団体協議会作成の

『関西の日本語教室ダイレクトリー』と

『関西の日本語教室まっぷ』完成

は、B5版の冊子で、大阪を中心に134

の日本語教室を掲載。開催場所の地図や

開催日時、費用、保育の有無、学習者の

特徴などのほか、日本語教室以外に行っ

ている活動や「ひとことアピール」など

も掲載しており、各教室の雰囲気や特徴

がわかるようになっています。また、各

教室のボランティアの募集方法、条件な

ども掲載しており、希望者には実費（1

冊 2,000 円、郵送料 400 円）で送付

もします。

『関西の日本語教室まっぷ』は、各府

県の地図に日本語教室の場所と連絡先、

最寄り駅、開催時間を明記。A3版の地

図で、日本語、英語、中国語、韓国・朝

鮮語、スペイン語、タイ語、タガログ語、

ベトナム語、ポルトガル語の 9 言語で

作成。無料で配布しています（送料実費

負担）。

問い合わせ先：

関西国際交流団体協議会

〒543 大阪府大阪市天王寺区上本町

8-2-6  大阪国際交流センター2階

TEL 06-773-0256
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●編集部から
『日本語教育通信』の読者の皆さんは、

国際交流基金のホームページをご存じで

しょうか。国際交流基金のホームページ

は1996年12月に開設されました。こ

のホームページには『日本語教育通信』

の紹介ページもあり、『通信』創刊号か

ら第27号までの目次が載っています。

今までは目次だけを載せていました

が、第28号以降については『通信』の

全文を載せる計画をしています（詳しく

は、次号でお知らせいたします）。これ

はできるだけ多くの方に『通信』を読ん

でいただきたいからです。


